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平成２７年度より組織の再編を行い、総務課・事業課・地域包括支援センター（３課６係）

において情報の共有等連携の強化に努め各種の事業を実施しました。 

また、地区だけでは取り組めない課題等の対応については、行政並びに各種機関・団体等

のネットワークを通じ活動を展開しました。 

   Ⅰ 住民主体の地域福祉の推進                

 

 

➊小地域福祉推進事業（総務課：地域福祉係） 

（１）会員・会費制度の促進 

地域住民による「支え合い・助け合い」活動を推進するため、地域福祉活動への住民参

加を促進しました。 

区 分 会   員 平成２６年度 平成２７年度 

一般会員 各世帯 ５，７０９世帯 ５，６５６世帯

賛助会員 役職員、社会福祉事業従事者及び個人   １１名        １４名  

特別会員 会社、事業所及び関係機関・団体等 ０団体 １２団体

 賛助・特別会員：加入のお願いに施設等を訪問 

２）地域福祉活動助成 

地域の実情や課題に応じた小地域（行政区、公民館、集会所）単位の地域福祉活動を推

進しました。 

また、住民参加型福祉の実現に向け、安心して暮らしやすい地域づくりを目指す先進的

な地域を支援しました。 

助 成 内 容 平成２６年度 平成２７年度 

①小地域福祉活動助成金 ２，８８８，０００円 ２，８５４，５００円

②地域福祉モデル事業助成金 

住民参加型福祉の実現に向け他の地区に先駆けて

安心して暮らしやすい地域づくりを行う。 

豊岡地区：黄色旗運動 

２００，０００円 １４９，５２０円

③防犯グッズ助成金 

高齢者や子どもの見守り活動の充実を図る。 

花岡東地区 

０円 ３０，０００円

④ふれあいいきいきサロン活動助成金 

地域において高齢者や子ども、障がい者などすべ

ての住民を対象に誰でも気軽に集える居場所作り

市居原地区 

７２，０００円 ９３，０００円

Ⅰ-１ 小地域福祉活動の推進 
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Ⅰ-２ 地域福祉コーディネートの充実  
 

➊水俣・芦北地域見守り活動推進事業（総務課：地域福祉係） 

（１）小地域ネットワークの構築 

地域の福祉課題や地域住民のニーズの把握を行い、制度の間や公的サービスでは解決で

きない課題が生じた際は、関係機関と協働し社会資源の活用やインフォーマルサービス等

の支援体制作りを行いました。 

また、平時の見守り活動と一体的に取り組む地域福祉活動として捉えた、災害時に強い

地域づくりを目指し、災害図上訓練を実施しました。 

活 動 内 容 実 績 平成２６年度 平成２７年度 

実施地区   ８地区

 
７地区 

 

①地域福祉座談会 

住民相互の見守り活動等、地域福祉活動の 

推進を図る。（海路・高田辺、高岡南、国見、

白岩、小田浦 5～7地区） 

 

実施回数 ７回 

 

５回  

 

実施地区 １地区 

 

２地区 

②災害図上訓練「ＤＩＧ」 

地図上に、災害時の危険個所や要援護者等の

情報を書き込みながら、地域の問題や課題を

把握するワークショップ（芦北、高岡北地区）

 

実施回数 
１回 

 

 

       ２回 

 

〈地域福祉座談会開催の状況（抜粋）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ふれあいいきいきサロンの普及・啓発 

地域住民だれもが気軽に参加し、交流や地域の結びつきを深める拠点づくりとして、見

守り活動や閉じこもり防止、新たな課題発見による支援の広がりにつなげるためにふれあ

いいきいきサロンの普及・啓発に努めました。 

活 動 内 容 平成２６年度 平成２７年度

①ふれあいいきいきサロン設置推進 １０地区(８ヶ所) １１地区(９ヶ所)

②サロン活動支援（講師派遣他） ９回 ２４回 

③サロン運営会議、代表者会議  １回 １回 

④サロン新聞発行  １回 １回 

⑤広報活動（機関紙掲載）  ４回 ２回 

（海浦 1･2、諏訪、計石東・西、古道、湯北、宮崎、市野瀬、伏木氏、市居原、） 
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〈サロンの状況（抜粋）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）住民参加型福祉サービス「地域支え合い事業」の推進 

住民同士の支え合いを基盤とし、見守り活動と生活支援を一体的に取り組むことで、地

域の中で様々な生活課題を抱えている高齢者や障がい者等の孤立化を防止し、住民が共に

暮らし共に生きるまちづくりを目指すことを目的に実施しました。 

事 業 名 活 動 内 容 平成２６年度 平成２７年度

研 修 ・ 研 究 １回 １回  

説 明 会 等 ７回 １回  

広 報 活 動 １回 １回  

利用会員 ０回 ０名  

ｻﾎﾟｰﾄ会員 ７名 １６名  
会 

員 
協力会員 １名 ０名  

安 心 生 活 

サポート事業 

協 力 店 舗 ９店舗 ８店舗 
   

（４）関係機関・団体等との連携強化 

関係機関や団体等との情報の共有と課題把握に努め、地域福祉コーディネートの充実を

図りました。 

①民生児童委員との連携（定例会等への参加） 

◆毎月５日常任委員会、１０日定例会 

◆民生児童委員協議会視察研修並びに各種活動への参加 

◆見守り新鮮情報の提供（地域包括支援センター） 

◆見守り応援隊ネットワーク会議の実施（熊本見守り応援隊との連携） 

②芦北町地域ケア会議への参加 

回 数：１１回 

参加者：・芦北町住民生活課介護保険係     ・芦北町地域包括支援センター 

   ・芦北町保健センター         ・芦北町福祉課高齢者福祉係 

・芦北町民生委員児童委員協議会    ・芦北町社会福祉協議会 

・水俣・芦北地域在宅医療連携拠点事務所・竹本医院医師 

・水俣総合医療センター地域リハビリセンター 

内 容：個別ケース事例検討 

③芦北町健康づくり推進事業会議 

  日 時 :平成２８年３月２３日（月）１４：３０～ 

  参加者：あしきた健康づくり実行委員会２１名 

  場 所 ：きずなの里 

  内 容 ：芦北町健康づくり推進計画（案）について 

      グループワーク 
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④『熊本見守り応援隊』活動の推進 

■ネットワーク会議の開催（１回） 

日 時：平成２８年３月３０日（水） １３：３０～１５：００ 

場 所：きずなの里 トレーニング室 

参加者：２６名（民間事業者及び関係者） 

・熊本日日新聞社（２販売店）   ・熊本県ＬＰガス協会（１社） 

・日本郵便株式会社（３郵便局）  ・九州電力㈱八代営業所 

・芦北町民生委員児童委員協議会  ・芦北警察署生活安全課 

・芦北消防署           ・芦北地域振興局福祉課 

・芦北町福祉課          ・芦北町地域包括支援センター 

・芦北町社会福祉協議会 

 
 

 

 

 

 

 

【ネットワーク会議】    【芦北消防署】      【芦北警察署】 

 

 

   Ⅱ 地域福祉の担い手づくり                  
 

 

 

Ⅱ-１ 地域福祉活動推進員の育成 

➊地域福祉活動推進員の設置及び育成（総務課：地域福祉係） 

地域福祉活動計画に基づき、自助・共助・公助の協働による地域福祉の推進体制の確立

に向け、地域福祉活動推進員を設置し、区長、民生児童委員や専門機関等と連携を図り、

地域住民とともに福祉の町づくりを推進しました。 

また、住民参加による地域課題の解決を目指し、地域福祉コーディネート及び活動支援、

人材育成・啓発事業等を行いました。 

事 業 名 活 動 内 容 平成２６年度 平成２７年度 

推進員設置数 ３７７ 名 ３６１  名 

推進員会議・活動支援 ３１ 回 ３０  回 

推進員全体会 １ 回 １  回 

先進地視察研修 １ 回 １  回 

地域福祉推進セミナー １ 回 １  回 

小地域福祉推進事業 

手引き作成・配布 ３８０ 部 ９  部 

水俣・芦北地域 

見守り活動推進事業 

熊本県地域福祉推進 

フォーラム参加
１ 回 １  回 
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■地域福祉活動推進員全体会の開催 

日 時：平成２８年３月２１日（月） １０：００～１１：４０ 

  参加者：区長・民生児童委員・地域福祉活動推進員６８名、その他３名（計７１名） 

場 所：きずなの里 トレーニング室 

内 容：◆地域福祉活動推進員表彰 

      ◆活動事例の報告（伏木氏、市居原、 

（豊岡・大川内西地区） 

      ◆地域福祉に関する寸劇「地域の見守り 

～気づき・声かけ・つなぐ～」 

      ◆事務連絡（サロン新聞の発行について、      【地域福祉活動推進員全体会】 

表彰状の配布について、たっしゃか会開催について） 

■平成２７年度地域福祉活動推進員研修会 

日 時：平成２８年２月２日（火）１０：２０～１５：３０ 

参加者：地域福祉活動推進員２７名  職員２名（計２９名） 

場 所：熊本市（熊本県立劇場） 

内 容：平成２７年度熊本県地域福祉推進フォーラムへ参加 

■平成２７年度地域福祉活動推進員先進地視察研修          【推進員研修参加者】 

日 時：平成２７年１１月２７日（金） １３：３０～１５：１５ 

参加者：地域福祉活動推進員等３６名  職員３名（計３９名） 

場 所：山都町清和山村基幹集落センター 

内 容：山都町社協の取り組みについて 

      白糸第一地区支え合い活動について 

■平成２７年度地域福祉推進セミナー               【先進地視察研修】 

日 時：平成２８年１月３１日（日） １０：００～１１：４５ 
参加者：８２名（地域福祉活動推進員及び地域住民） 
場 所：きずなの里 トレーニング室・ボランティア室 
内 容：講演「地域の活性化につながるコミュニケーション術」 

      講師 熊本県立大学総合管理学部 教授 進藤 三雄 氏 
                                 【講師 進藤先生】 

 

Ⅱ-２ ボランティア活動への理解とセンター機能の充実  

 

➊ボランティアセンター事業（総務課：地域福祉係） 

多くの住民にボランティア活動へのきっかけづくりを行い、 

養成したボランティアに対し、より多くの活動機会を提供でき 

る体制の充実を図りました。 

また、芦北町ボランティア連絡協議会や施設ボランティア連 

絡協議会と連携し、潜在的な人材を掘り起こし、幅広い活動に 

つなげていけるようなネットワークづくりに努めました。 

                           【傾聴ボランティア養成講座】 
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事 業 名 活 動 内 容 平成２６年度 平成２７年度 

一般登録 ３３ 名 ３２ 名 
登録者状況 

団体登録 １６ 団体 １６ 団体 

養成講座の開催 

「傾聴ボランティアフォローア

ップ講座」 

（平成 25・26 養成講修了者）

５

７２

講座 

名 

 

 

 

１  講座 

１６ 名 

斡旋及び派遣 １８９ 名 １７０ 名 

連絡会議・研修・交流会 １７ 回 １６ 回 

共同募金 

地域配分金事業 

（ボランティア活動育成） 

広報活動（広報紙） ５ 回 ３ 回 

 

２．ボランティア協力校の指定及び福祉教育の充実（総務課：地域福祉係） 

  町内小中学校での福祉講座の開催や夏休み期間を活用した福祉 

体験学習を実施し、子どもの頃から相手を思いやる心を育む福祉 

教育の充実を図りました。 

また、地域で暮らす高齢者や障がい児（者）に対する理解が深 

められるよう、身近な地域において学ぶ機会を提供する福祉出前 

講座や福祉・介護チャレンジ教室を開催しました。         【福祉出前講座】 

事 業 名 活 動 内 容 平成２６年度 平成２７年度 

保育園・幼稚園 ５ 園 ４ 園 指定状況

（協力校） 小中、高等学校 １０ 校 １０校 

福祉出前講座 

①湯浦小４年生   ２８名 

②田浦小３年生    ２５名 

２

６２

校 

名 

２校 

５３名 

福祉体験学習 

①中学生       ８４名 

②高校生        ２名 

③町外学生      ４名 

６８名

（延）１４６名  

 

９０名

    (延)１７９名

 

共同募金 

地域配分金事業 

（ボランティア活動育成） 

福祉・介護チャレンジ教室 

①芦高福祉 1 年生 ２３名 

１

２２
回 

名 

１回 

２３名 

   Ⅲ 安心して暮らせる地域づくり              
 

 
 

Ⅲ-１ 自立した生活の支援 

➊地域福祉権利擁護事業（総務課：地域福祉係） 

  住みなれた地域で安心して日常生活が送れるよう生活支援員を派遣し、認知症高齢者や

知的障がい者への福祉サービス利用援助や日常的金銭管理等のサービスを提供しました。 
利用者内訳 

年 度 

相 談 

援 助 

件 数 

契 約 

件 数 

解 約 

件 数 

実利用

者 数 認知症

高齢者

知的障

がい者 

精神障 

がい者 
その他

平成２７年度 １５８人 ３人 １人 ９人 ５人 ４人 ０人 ０人

平成２６年度 １３３人 １人 ３人 9 人 ６人 ３人 ０人 ０人
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➋共同募金運動の推進及び地域配分金事業の実施（総務課：地域福祉係） 
（１）赤い羽根共同募金運動（共同募金芦北町分会） 
  本年度も「じぶんの町を良くするしくみ」をスローガンに１０月１日より１２月３１日

までの期間で、全国一斉に赤い羽根共同募金運動が展開されました。 
  芦北町においても地域福祉サービスの充実のために、町民の皆様一人ひとりに福祉への

参加を呼びかけ、助け合いの輪が広がることを願い共同募金運動を実施しました。 
年 度 戸別募金 職域募金 個人募金 その他の募金 合 計 

平成２７年度 ５，７３７，４６５円 １１，８９９円 ９，０００円 ３，１０８円 ５，７６１，４７２円

平成２６年度 ５，７３６，１８２円 ３８，１７０円 ８，０００円 １８，８３０円 ５，８０１，１８２円

 （２）共同募金地域配分事業 
共同募金配分金を活用し、公的制度では対応できない事業を実施し、地域福祉及び在宅

福祉を推進しました。                     （前年度実績による配分額） 

年 度 募金総額(A) 広域配分(B) 地域配分金(A)-(B) 

平成２７年度 ５，８０１，１８２円 １，０５０，０００円 ４，７５１，１８２円 

平成２６年度 ５，８３１，９１３円 １，０６４，０００円 ４，７６７，９１３円 

①老人福祉活動 

実施日 
活動内容 

年 月 日 曜
活動実績 備 考 

①金婚夫婦お祝い 

（金婚達成夫婦へお祝品

を贈る。） 

２７ ９ １０ 水 ６９組

 

記念品贈呈（電波掛時計） 

敬老の日 
９３２名 敬老の日お祝い ②お便り運動 

（町内の小学校と連携し

学生から独居高齢者等へ

年賀等を送る。） 元旦 ９２７名 年賀状 

③地域“敬老会”支援 

（各敬老会場へお茶（ペッ

トボトル）の配布） 

２７ 

２７ 

９

９

７

２８

～

 

８２会場

５４０本
町内の商店から直送 

④見守りカレンダー・スケ

ジュールシール及びメッ

セージカード配布 

（新たな年を迎える時期

に、地域で安心して暮らす

ように） 

２７ １２ 中  ５２４名

「百歳生活カレンダー」 

長寿健康豆知識がいっぱいの

書き込みができるカレンダー

「スケジュールシール」 

通院日等のシール 

「メッセージカード」 

新年の目標等記入し配布 

⑤一人だけの金婚式 

（婚姻の事実から 50 年経

過し配偶者がいらっしゃ

らない） 

２８ ２ ２０ 土 ９名

ふれあい交流まつりで表彰 

表彰状、記念品贈呈（電波掛時

計） 
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           【金婚夫婦お祝い】         【一人だけの金婚式】 

②障がい児・者福祉活動 

実施日 
活動内容 

年 月 日 曜
活動実績 備 考 

①地域間交流事業 

（障がいに対する理解を

深めて頂き、障がい者が健

常者とともに共生しつつ、 

住みなれた地域の中で生

活できるよう開催する。） 

２７ １０ ２４ 土 ２５０名

あしきた障がいフォーラム    

場所：しろやまスカイドーム 

講演   柳岡克子氏 

スポーツレクリェーション体験教

室 

・バリアフリーディスクゴルフ 

・卓球バレー等 

 

 

 

  

 

 

 

 

     【講演会】             【スポーツレクリェーション】 

③児童・青少年福祉活動 

■子供ふれあい教室（子ども達に様々な体験や交流を通して豊かな感性、人間性を育み、

子ども達の健全育成を図る。） 

実施日 
活動内容 

年 月 日 曜
活動実績 備 考 

２７ ６ ３ 水 ４３名

・芦北保育園 

 （環境に関する学習と紙すき体験）

園児１７名、民生委員 20 名、園職員

2 名、社協職員 4 名 

①世代間交流 

（環境について考える） 

講師 

熊本県環境センター 

     大渕とも子氏 
２８ ２ ２５ 木 ４８名

・湯浦保育園 

 （環境に関する学習と紙すき体験）

園児 25 名、民生委員 17 名、園職員

2 名、社協職員 4 名 

②地域間交流 

（芦北よかとこ発見隊） 

講師 

市野瀬サロン「スマイル」 

     一藤美智子氏 

 

 

２７ 

 

 

１１ １４ 土 ２０名

大野地区（市野瀬公民館） 

（料理体験：バウムクーヘン作り） 

田浦小 10 名、湯浦小 8 名 

佐敷小 2 名 

- 8 - 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

【紙すき体験】             【芦北“よかとこ”発見】 

 

■こんにちは”赤ちゃん運動（子どもさんの誕生を祝い記念品を贈る。） 

               （記念品：ウォッシュタオルセット） 

田浦地区 佐敷地区 吉尾地区 大野地区 湯浦地区 合計 

１２件 １９件 ０件 ２件 ２３件 ５６件 

※担当民生・児童委員と主任児童委員の友愛訪問で手渡しされています。 

④母子・父子福祉活動 

実施日 
活動内容 

年 月 日 曜
活動実績 備 考 

①親と子の一日旅行 

（母子・父子家庭の児童の

健全な育成と相互の交流

を図る。） 

２７ １０ ２５ 日 ４３名

グリーンパークえびの（えびの

市）、高千穂牧場（都城市） 

社協職員４名、民生・児童委員

２名同行 

②ｸﾘｽﾏｽﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ贈呈 

（母子・父子世帯の児童及

び交通遺児へのプレゼン

ト） 

２７ １２ ２５ 土
１９８名

図書券（１，０００円） 

幼 児  ３６名 

小学生 １０３名 

中学生  ５９名   

⑤福祉育成・援助活動 

■福祉育成事業 

実施日 
活動内容 

年 月 日 曜
活動実績 備 考 

①福祉スポーツ大会 

（それぞれの体力に応じ

たスポーツやレクリェー

ションを楽しみながら、コ

ミュニケーションの輪を

広げ健康の増進及び町民

の融和を図る。） 

２７ １１ ２０ 金 ２９６名

福祉施設 

福祉団体 

保育園 

芦高ボランティア 

（福祉課 １年生） 

   

９施設 

１０団体 

１保育所

２３名   
 

②福祉団体等活動支援 

（福祉団体への助成金） 

２７ 

２８ 

４

３

１

３１

～

 
７団体

芦北町老人クラブ連合会 

芦北町身体障害者福祉連合会

芦北町母子寡婦福祉連合会 

難病友の会「みどりの会」 

精神障がい者家族会 

芦北町ボランティア連絡協議会

芦北町施設ボランティア 

連絡協議会
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                【福祉スポーツ大会】 
■地域福祉整備事業（地域住民が集える場の確保や子どもの居場所づくり） 

実施日 
活動内容 

年 月 日 曜

活動実

績 
備 考 

①地域ふれあいベンチ設

置事業 

 

２７ 

２８ 

４

３

１

３１

～

 
２地区

箙瀬地区 ３台（グランドゴルフ場

及び地区行事） 

大野地区 ２台 

（グランドゴルフ場） 

②地域ふれあい拠点づく

り事業 

 

２７ ８ １９ 水 １地区
塩浸地区 

肘付椅子（室内用）１０脚 

 ■在宅介護者援助事業 

実施日 
活動内容 

年 月 日 曜
活動実績 備 考 

２７ ６ ２ 火
１２名

場所：きずなの里 

・健康に関する料理作り 

・介護保険法について 

・情報交換他 

２７ ９ ２ 水

   

 

   ８名

場所：鶴の里、山門ぶどう園 

・情報交換他 

・介護相談 

・介護者リフレッシュ 

２７ １２ １１ 金
5 名

場所：もやい館、湯の鶴 

・口腔ケアについて 

・情報交換他 

・介護者リフレッシュ 

①介護者のつどい 

（介護者のリフレッシュ

及び情報交換の場所作り） 

２８ ３ ４ 金 ９名

場所：城南温泉 

・介護者リフレッシュ 

・情報交換他 

②紙おむつ券配付 

（寝たきり高齢者及び認

知症高齢者・障がい者等で

常時紙おむつを必要とす

る方へ配布） 

２７ １２ １０ 木 ６９名

おむつ券（３，０００円分） 

町内の契約商店（5 店） 

から購入 
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           【介護者の“つどい”】 

 

■生活困窮者、災害被災者援助事業 

実施日 
活動内容 

年 月 日 曜
活動実績 備 考 

①行旅病人旅費支給 

 

２７ 

２８ 

４

３

１

３１

～

 
１６名 行旅病人旅費（５００円/１人） 

②災害見舞金支給 

（災害世帯への見舞金） 
― ３件

平成２７年 ６月 床上浸水 

平成２７年 ８月 住宅火災 

平成２８年 ３月 住宅火災 

➌福祉資金貸付事業（総務課：総務係） 

（１）福祉金庫貸付事業（生活つなぎ資金） 

  生活困窮者の一時的な生活上のつなぎ資金として貸し付けし、生活の安定と福祉の向上

を図ることを目的に実施しました。（貸付金額：30,000 円/回上限） 

年度 
新規

貸付
貸 付 額 

償還

総数  
償 還 額 

貸付

総数
未償還額（利息含む）

平成２７年度 ０件 ０円 1 件 １８，５８６円 ７件 １９０，７４１円

平成２６年度 ４件 １２０，０００円 3 件 ５３，０００円 ８件 １９８，０３４円

 ※平成２７年度内、1 件償還完了 

（２）生活福祉資金貸付事業（県社協受託事業） 

低所得者や高齢者、障がい者の生活を経済的に支えるとともに、その在宅福祉及び社会

参加の促進を図ることを目的に、熊本県社会福祉協議会を実施主体として、相談支援（窓

口）業務を担いました。（貸付金額は各種によって異なる。） 

年度 
新規

貸付

年度末貸付総件数 

及び貸付総額 
未償還残高 うち滞納 

平成２７年度 ０件 （21 件）１５，４０７，６００円 ７，８０５，０１８円 （ 6 件）３，３５５，８５０円

平成２６年度 ０件 （２５件） ２１，８５１，６００円 １０，０１５，７４４円 （８件） ３，４７７，８５０円

 

❹生活困窮者等自立相談支援事業（新規事業） 

  生活困窮者が抱える多様で複合的な問題について、生活困窮者からの相談に応じ、   

必要な情報提供及び助言を行うとともに、さまざまな支援を一体的かつ計画的に行うこと 

 により、生活困窮者の自立の促進を図る事業です。 

本会には、主任相談支援員を配置しブロック社協、葦北郡（芦北町・津奈木町）、八代郡（氷

川町）を統括し他の社協と連携・調整を行いその運営にあたります。 

・事業費 

「自立相談支援窓口（主任相談支援員）」・・・３，０００，０００円（県社協受託金） 

 「総合相談窓口」          ・・・１，３５０，０００円（県社協事務負担金） 
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（1）相談者数及び対応延人数 

相 談 実 人 数 相談延回数 方  法 

男性 女性 計 電話 来所 訪問 同行支援

９人 ６人 １５人 

 

８７回 
３２回 ２１回 ２９回 ５回

（2）相談者の年齢 

20 才代 30 才代 40 才代 50 才代 60 才代 70 才以上 合計 

０人 ４人 ３人 ３人 ３人 ２人 １５人

（3）相談経路 

相 談 経 路 
実人数 

本人 家族 知人 民生委員 関係機関 その他 

１５人 ８人 ０人 ０人 ０人 ７人 ０人

（4）主な相談内容と対応（複数回答有） 

病
気
や
健
康
、
障
害
の
こ
と 

住
ま
い
に
つ
い
て 

収
入
・
生
活
費
の
こ
と 

家
賃
や
ロ
ー
ン
の
支
払
い 

税
金
や
公
共
料
金
等
の
支
払
い 

債
務
に
つ
い
て 

仕
事
探
し
、
就
職
に
つ
い
て 

仕
事
上
の
不
安
や
ト
ラ
ブ
ル 

地
域
と
の
関
係
に
つ
い
て 

家
族
と
の
関
係
に
つ
い
て 

子
育
て
の
こ
と 

介
護
の
こ
と 

ひ
き
こ
も
り
・
不
登
校 

Ｄ
Ｖ
・
虐
待 

食
べ
る
も
の
が
な
い 

そ
の
他 

５ ３ １５ ３ ５ １ ４ ２ １ ２ ３ ２ １ １ ３ ０ 

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人
 

５．対応結果・方針 

自立相談支援機関による支援
他の制度や専門機関 

へのつなぎ
実人数 情報提供や相談のみ 

プラン策定 見守り・観察
貸付 生保 その

他 

１５人 １人 ４人 ２人 ５人 ３人 ０人 

 

６．プラン策定及び事業利用の状況 

法に基づく事業等 その他する関連事業 

住宅確保 

給付金 

一時生活 

支援事業 

家計相談 

支援事業 

就労準備

支援事業

認定就労

訓練事業

自立相談

就労支援

福祉資金 

貸付事業 

就労自立

促進事業

― ― ３人 １人 ― ― ― １人 

 

❺もやい直しセンター運営事業（総務課：総務係） 

水俣病及び水俣病患者に対する差別や偏見をなくし、地域住民がそれぞれの立場や境遇

を正しく理解し合い、みんなが仲良く楽しく暮らせる地域社会の実現のため、その学習の

場と交流の機会を提供するため、次の事業を行いました。 
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（１）ふれあい再生事業（地域再生のための交流会等） 

実施日 
活動内容 

年 月 日 曜
参加者 備 考 

 

①「きずなの里」ふれ

あい交流まつりの開催 

２８ ２ ２０ 土 (来場者) 

２００名

 

７名 

 

１７９名 

 

   ４０名

【目的】 

地域住民一人一人の心の絆を結

び、地域全体にもやい直しの輪を広

げる。 

●一人だけの金婚式 

（対象者：昭和 40 年婚姻の事実） 

●ステージイベント 

（保育園児及び生きがい作り事業利

用団体等による発表会：２２団体） 

●お楽しみ抽選会 

●温泉無料開放 

②水俣病情報発信事業 

（芦北町への後援協力） 
２７ １１ ８ 日 １００名 【講演会】 

演 題：「水俣病患者家族に生まれ

て」 

語 り 部：杉本 肇 氏 

（２）生きがいづくり事業（高齢者等の趣味や健康維持） 

年間延べ参加者数 
講 座 名 実 施 状 況 

平成２６年度 平成２７年度 

リフォーム講座 月・火曜日/週   ７５８名 ８８４名 

健康太極拳講座 月曜日/週   ５５３名 ５１１名 

（３）施設開放事業（もやい直しセンターの施設の開放） 

年間延べ利用者数  項 目   

年 度 温泉施設利用 会議施設等利用 
計 

平成２７年度 １１，７５５名 ２５，３５７名 ３７，１１２名 

平成２６年度 １１，９２４名 ３３，７６９名 ４５，６９３名 

 

➏シルバー人材センター事業（総務課：総務係） 

（１）シルバー人材センター運営事業 

芦北町シルバー人材センターでは、高齢者へ臨時的または短期的な就業の場を提供し、

社会参加による生きがいづくりの推進に努めました。 

また、会員の健康と就業上の安全･適正な就業を目指すため、講習会や研修会等を開催し

安全な就業の推進を図りました。 

①会員の状況 

男 性 女 性 合 計 
会員 

年度 会員数 
就業会員数

（率） 
会員数

就業会員数

（率） 

会 員

数 

就業会員数

（率） 

平成２７年度 ２９名 ２８名 （96.6%） ３４名 ３３名（97.1 %） ６３名 ６１名 （96.8%）

平成２６年度 ３２名 ３１名 （96.9%） ３１名 ３１名（100%） ６３名 ６２名 （98.4%）
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②事業実績 

受注件数及び金額 実績 

年度 行  政 一般企業等 個人・家庭 計 

就業延

会員数

13件 135件 232件 380件 
平成２７年度 

8,878,506円 10,898,295円 3,451,894円 23,228,695円 

6,651 

人/年

14件 145件 294件 453件 
平成２６年度 

7,982,796円 9,947,190円 5,907,971円 23,837,957円 

6,943 

人/年

③研修会等 

実 施 日 
活動内容 

年 月 日 曜
内 容 

参加

者 

①剪定講習会 

２７ 

 

 

６

 

 

２５

２６

 

木

金

・基礎講習 

・実践講習 

講師：西 繁好 氏 

６名

②避 難 訓 練（八幡荘） ２８ ３ １０ 木
・社協職員『避難訓練』へ参加 

・消火訓練、館内設備の確認 
６名

③避 難 訓 練（きずなの里） ２８ ３ １１ 金
・社協職員『避難訓練』へ参加 

・消火訓練、館内設備の確認 
５名

④視察研修（御休み処） ２７ ８ ２０ 木 ・熊本産業展示場（フードフェスタ） ４名

２７ １０ ２３ 金 御立岬キャンプ場の剪定 １０名
⑤ボランティア活動 

２８ ３ ２４ 木 御立岬公園の清掃 ９名

 

 

 

 

 

 
 

【剪定講習会】             【避難訓練（消火訓練】 

④安全適正就業の推進 

実 施 日 

年 月 日 曜 
内    容 参 加 者 

２７ ６ １８ 木 安全適正就業研修会（八代市） 事務局 ２名

２７ ７ ３ 金 熊本県シルバー人材センター連合会「安全大会」（熊本市） 
会  員

事務局

３名

３名

 

（２）星野富弘美術館「御休み処」事業 

星野富弘美術館の御休み処は、開設の平成１９年から本会のシルバー人材センターが運

営に当たっています。平成２７年度も木・日曜日を除く週５日営業を行いました。 

また、新メニューの開発のために、研修会（フードフェスタ）にも参加いたしました。近所の

高齢者の拠り所や地域の食事の場として貢献しています。 
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 美術館利用者 一般利用者 年間売上 

平成２７年度 １７８人 ２，９０５人 １，５１４，９００円

平成２６年度 ２０９人 ３，１８３人 １，６９２，１６０円

 

 

 

 

 

 

 
【店 内】         【昼定食】      【新メニュー弁当】 

 

❼介護保険事業、芦北町福祉サービス事業等委託事業（事業課） 

  訪問介護事業（所） 
１．事業内容 

 事業名称 サービスの対象者及び内容 

１ 
（介護保険指定事業） 

訪問介護事業 

対象者：要介護認定者（要介護１～５） 

内 容：居宅に訪問し、身体の清拭、排泄等の介助や、食事、

洗濯、掃除等日常生活の介助・援助を行いました。 

２ 

（地域支援事業） 

介護予防・日常生活支援 

総合事業 

訪問型サービス 

対象者：要支援認定者（要支援１～２） 

内 容：居宅に訪問し、家事等の生活援助を行い日常生活の自

立に向けた支援を行いました。 

 

３ 
（障害者福祉サービス） 

障害者居宅介護事業 

対象者：身体障害者、知的障害者、精神障害者、障害児 

内 容：居宅に訪問し、家事の援助や通院の介助を行いました。

４ 
芦北町障害者福祉事業） 

障害者(児)移動支援事業 

対象者：身体障害者、知的障害者、精神障害者、障害児 

（屋外での移動に著しい制限のある６５歳未満の者） 

内 容：社会生活上必要不可欠な外出及び余暇活動の社会参加

のための外出支援。（平成２７年度実績なし） 

２．利用実績 

（１）実利用者数                                       

（人） 

介護保険認定者 

要支援 要 介 護 事業区分 事 業 名 

１ ２ １ ２ ３ ４ ５ 

障
害
者 

計

（介護保険事業） 

指定居宅ｻｰﾋﾞｽ事業 
訪問介護   92 27 15 40 21  195

（地域支援事業） 

介護予防・日常生活 

支援総合事業 

訪問型サービス 242 241       483
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障害福祉ｻｰﾋﾞｽ事業 障害者居宅介護        30 30

芦北町障害者福祉事

業 

障害者移動支

援 
       0 0 

合 計 483 195 30 708

前 年 度 実 績 513 202 0 715

前年度との比較 ▲30 ▲7 30 ▲7

（２）サービス別延利用回数                           （回） 

事 業 区 分 事 業 名 サービス区分 利用実績 前年度実績 比 較 

身 体 介 護 989

身 体 ・ 生 活 1,053

生 活 援 助 841

（介護保険事業） 

指定居宅ｻｰﾋﾞｽ事業
訪  問  介  護

（小計） 2,883

2,480 403

訪問型ｻｰﾋﾞｽⅠ 1,095

訪問型ｻｰﾋﾞｽⅡ 1,248

訪問型ｻｰﾋﾞｽⅢ 578

（地域支援事業） 

介護予防・日常生活 

支援総合事業 

訪問型サービス

（小計） 2,921

3,193 ▲272

通 院 介 助 12

家 事 援 助 157障害福祉ｻｰﾋﾞｽ事業 障害者居宅介護

（小計） 169

0 169

芦北町障害者福祉事

業 
障害者移動支援 移 動 支 援 0 126 ▲126

合  計 5,973 5,799 174

（３）事業収入の状況 

事業収入 事業名 収入実績 前年度実績 比 較 

訪問介護 8,851,150円 8,628,670円 222,480円

介護保険事業収入 訪問型サービ

ス 
8,991,048

円
10,544,430

円 
▲1,553,382

円

障害者居宅介

護 
353,213

円
0

円 
353,213

円障害福祉サービス 

事業等収入 障害者移動支

援 
0

円
311,642

円 
▲311,642

円

合   計 18,195,411円 19,484,742円 ▲1,289,331円
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訪問入浴介護事業（所） 

１．事業内容 

 事 業 名 称 サービスの対象者及び内容 

１ 
（介護保険指定事業） 

訪問入浴介護事業 

対象者：要介護認定者 （要介護１～５） 

内 容：寝たきりの高齢者等の家庭を移動入浴車で訪問

し、入浴の介助を行い、身体の清潔保持と心身機

能の維持等を図りました。 

２ 
（介護保険指定事業） 

介護予防入浴介護事業 

対象者：要支援認定者 （要支援１～２） 

内 容：在宅にて入浴が困難な高齢者の家庭を移動入浴

車で訪問し、入浴の介助を行い、身体の清潔保持

と心身機能の維持等を図りました。 

２．利用実績 

（１）実利用者数                                  （人） 

介護保険認定者 

要支援 要 介 護 事業区分 

１ ２ １ ２ ３ ４ ５ 

計 

（介護予防） 

訪問入浴介護事業 
0 24 2 22 6 47 23 124 

合 計 24 100 124 

前 年 度 実 績 0 108 108 

前年度との比較 24  ▲8 16 

（２）サービス別延利用回数                          （回） 

事業区分 事業内容 サービス内容 
利用実

績 
前年度実績 比 較 

予防訪問入浴 83

〃 ・部分浴 1
介護予防 

訪問入浴介護
（小計） 84

0 84

訪問入浴 381

〃 ・部分浴 9

（介護保険事業） 

指定居宅ｻｰﾋﾞｽ事業 

訪問入浴介護

（小計） 390

381 9

合    計 474 381 93

（３）事業収入の状況 

事業収入 事業名 収入実績 前年度実績 比 較 

介護予防 

訪問入浴介護 
711,330円 0円 711,330 円

介護保険事業収入 

訪問入浴介護 4,909,060円 4,899,510円 9,550 円

合   計 5,620,390円 4,899,510円 720,880 円
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「きずなの里」通所介護事業（所） 

１．事業内容 

 事業名称 サービスの対象者及び内容 

１ 
（介護保険指定事業） 

通所介護事業 

対象者：要介護認定者（要介護１～５） 

内 容：通所の方法により、食事、入浴、その他の必要な

日常生活上の支援や生活機能訓練などのサービ

スを提供し、利用者の心身機能の維持向上と、利

用者の家族負担の軽減を図りました。 

２ 

（地域支援事業） 

介護予防・日常生活支援

総合事業 

通所型サービス 

対象者：要支援認定者（要支援１～２） 

内 容：要介護状態になることをできる限り防ぐ（発生を

予防する）ことを目的に、通所の方法により、高

齢者の有する能力に応じ、自立した生活を営むこ

とができるよう支援しました。 

３ 

（地域支援事業） 

介護予防・日常生活支援

総合事業 

閉じこもり予防 

通所支援事業 

対象者：一人暮らし等で、家に閉じこもりがちな高齢者。

（事業対象者（介護保険認定外）） 

内 容：高齢者の自立的生活の助長と社会的孤立感の解

消、心身機能の維持向上を目的に、食事、入浴、

その他の必要な日常生活上の支援や生活機能訓

練などのサービスを提供しました 

４ 

（芦北町障害者福祉事業） 

障害者(児) 

日中一時支援事業 

対象者：障がい者及び障がい児 

（一時的に見守り等の支援が必要な６５歳未満の者） 

内 容：日中の場を確保し、障がい者等の家族の就労支援

及び介護負担の軽減を目的に、食事、入浴、その

他の必要な日常生活上の支援や生活機能訓練な

どのサービスを提供しました。 

２．利用実績 

（１）実利用者数                                  （人） 

介護保険認定者 

要 介 護 
事業区分 事 業 名 

要支援
１ ２ ３ ４ ５ 

事
業
対
象
者 

障
が
い
者 

計

（介護保険事業） 

指定居宅ｻｰﾋﾞｽ事業 
通 所 介 護  188 97 34 16 7   342

通所型ｻｰﾋﾞｽ 425     425
（地域支援事業） 

介護予防・日常生活 

支援総合事業 

閉じこもり 

予防通所支

援 

   82  82

芦北町障害者福祉事業 
日中一時支

援 
    10 10

合 計 425 188 97 34 16 7 82 10 859

前 年 度 実 績 410 182 68 71 12 16 76 12 847

前年度との比較  15 6 29 ▲37 4 ▲9 6 ▲2 12 
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（２）サービス別延利用回数                           （回） 

事業区分 事 業 名 サービス区分 
利用実

績 
前年度実績 比 較 

通所介護Ⅱ２１ 2,017 1,966 51

通所介護Ⅱ２２ 753 523 230

通所介護Ⅱ２３ 285 541 ▲256

通所介護Ⅱ２４ 135 109 26

通所介護Ⅱ２５ 17 85 ▲68

（介護保険事業） 

指定居宅ｻｰﾋﾞｽ事業 
通 所 介 護

（計） 3,207 3,224 ▲17

通所型サービス １・２ 2,530 2,607 ▲77（地域支援事業） 

介護予防・日常生活 

支援総合事業 閉じこもり予防通所支援 299 296 3

芦北町障害者福祉事業 障害者（児）日中一時支援 42 45 ▲3

合  計 9,285 9,396 ▲111

（３）事業収入の状況 

事業収入 事業名 収入実績 前年度実績 比 較 

通所型サービス 11,394,369 円 13,150,130円 ▲1,755,761 円
介 護 保 険 収 入 

通 所 介 護 25,128,011 円 26,989,650円 ▲1,861,639 円

受 託 金 収 入 
閉じこもり 

予防通所支援
860,520 円 840,640円 19,880 円

障害福祉サービス 

事業等収入 

障害者（児） 

日中一時支援
232,680 円 244,300円 ▲11,620 円

合   計 37,615,580 円 41,224,720円 ▲3,609,140 円

 

居宅介護支援事業（所） 

１．事業内容 

 事 業 名 称 サービスの対象者及び内容 

１ 
（介護保険指定事業） 

居宅介護支援事業 

対象者：要介護認定者（要介護１～５） 

内 容：(1)居宅サービス計画（ケアプラン）の作成。

    (2)要介護認定のための申請手続き代行。 

    (3)居宅サービス計画に基づく居宅サービス

の提供が確保されるようサービス事業

者等との連絡調整。 

        (4)サービス実施状況の把握及びこれに基づ

く給付。 

２ 

（ 地 域 包 括 支 援 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

受託事業）

介護予防居宅介護支援事業 

対象者：要支援認定者 （要支援１～２） 

内 容：(1)介護予防サービス計画（予防プラン作成）

    (2)要支援認定のための申請手続き代行。 

    (3)介護予防計画に基づく介護予防サービス
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の提供が確保されるようサービス事業

者等との連絡調整。 

        (4)サービス実施状況の把握。 

２．利用実績 

（１）実利用者数                                   （人） 

介護保険認定者 

要支援 要 介 護 事業区分 

１ ２ １ ２ ３ ４ ５ 

計 

居宅介護（介護予防）支援 130 59 602 226 112 107 60 1,296

前 年 度 実 績 131 152 574 202 130 124 29 1,342

▲1 ▲93 28 24 ▲18 ▲17 31 
前年度との比較 

▲94 48 
▲46

（２）サービス別延利用回数                           （回） 

事業区分 事業内容 サービス区分 利用実績 前年度実績 比 較 

介護予防支援 介護予防支援 189 283 ▲94

居宅介護支援Ⅰ

１ 
828 776 52

（介護保険事業） 

指定居宅介護 

支援事業
居宅介護支援

居宅介護支援Ⅱ

２ 
279 283 ▲4

合    計 1,296 1,342 ▲46

（３）事業収入の状況 

事業収入 事業名 収入実績 前年度実績 比 較 

介護予防支援 816,840円 1,208,040円 ▲391,200 円
介護保険事業収入

居宅介護支援 15,746,780円 15,500,340円 246,440 円

合   計 16,563,620円 16,708,380円 ▲144,760 円

 

「食」の自立支援事業 

１．事業内容 

 事 業 名 称 サービスの対象者及び内容 

１ 
（芦北町地域支援事業） 

「食」の自立支援事業 

対象者：①要介護認定者 

    ②要支援認定者 

③介護予防・日常生活支援総合事業対象者 

内 容：(1)配食サービスの実施 

    (2)安否確認 
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２．利用実績 

（１）実利用者数                                   （人） 

利 用 者 

事 業 区 分 要介護認定

者 

要支援認定

者 

介護予防・日常生

活支援総合事業対

象者 

計 

芦北町地域支援事業 41 214 54 309 

前 年 度 実 績 290 

前年度との比較  19 

（２）サービス別延利用回数                           （回） 

事業区分 サービス区分 利用実績 前年度実績 比 較 

基本 3,853 3,125 728

距離割増 510 305 205
（介護保険事業） 

芦北町地域支援事業 
キャンセル・不在 15 4 11

合    計 4,378 3,434 944

（３）事業収入の状況 

事業収入 収入実績 前年度実績 比 較 

芦北町受託金収入 3,725,600円 3,003,050円 722,550 円

合   計 3,725,600円 3,003,050円 722,550 円

 

芦北町高齢者生活支援ハウス運営事業 

 生活支援ハウス運営事業では、在宅生活に不安のある高齢者の方に対し、居住機能及

び交流機能を総合的に提供し、安心して健康で自立した生活が送れるよう支援しました。 

平成２７年度の実績としましては、生活援助員２名を配置し、３名（７部屋中）の入居

者に対して、日常生活に係る相談や助言等の援助を行いました。 

また、休日や夜間については、宿日直者を配置し、緊急時の対応に備え、入居者が安心

して生活できるよう支援しました。 

（１）入居（者）の状況 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

入居 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

退去 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

継続 ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ 

計 ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ 

（２）安心・安全かつ快適な生活のための支援について 

①施設設備の保守など適正な管理を行いました。 

②定期的な巡回と、必要に応じた個別の安否確認を行いました。また、入居者の心身の

状態によりコール指導を行い、安心して過ごせるよう配慮しました。 

③調理機器等の取扱いについての個別指導や年２回の消防訓練への参加等、防火・避難
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対策の強化を図るように努めました。 

④台風や大雨など事前に災害が予想される場合においては、入居者への注意喚起を行う

とともに、避難体制（宿日直体制）の強化に努めました。 

⑤入居者個々の能力や趣味の違いもあるため、個別対応に取り組み、生活スタイルに合

わせた環境作りを入居者と共に行いました。また、清潔・衛生面を配慮する事で、よ

り快適な生活への支援を行いました。 

⑥入所者の生きがいづくりや親交を深めるため、デイサービスの季節行事や地域・世代

間交流などへの参加を促しました。 

（３）入居者の相談援助について 

①入居者の急変時は、家族・病院へ連絡し、病院受診の支援を行いました。また、入居

者の生活上の課題については、家族、ケアマネージャー、役場、医療機関と連携し、

課題解決に向けたカンファレンスを行い今後の生活がスムーズにいくように調整を行

いました。 

  ②入居者間のコミニュケーションや関係について相談援助を行いました。 

 

「八幡荘」通所介護事業（所） 
  当事業（所）では、介護保険制度の趣旨及び事業所の基本方針に基づき、要介護認定者

への通所介護サービスの提供と、芦北町第６期介護保険事業計画の策定により新たに創設

された芦北町地域支援事業の「介護予防・日常生活支援総合事業」による要支援認定者、

基本チェックリストにて判断された介護予防・生活支援サービス事業対象者への通所型サ

ービスを提供し、利用者が可能な限り在宅においてその有する能力に応じ、自立した生活

を営むことができるようサービスの提供に努めました。 

１．事業内容 

（１）必要な日常生活上の介助（支援）及び機能訓練を行うことにより、利用者の社会的孤

立間の解消及び心身機能の維持並びに家族の身体的・精神的負担の軽減が図れるようサ

ービスの提供に努めました。 

（２）在宅に引きこもりがちな一人暮らし高齢者や認知症高齢者が、「八幡荘」デイサービス

センターに通所することにより、生活に「ハリ」と「リズム」をつくり、精神的安定が

図れるよう努めました。 

（３）季節行事の実施と保育園児や民生委員児童委員、各種ボランティア等地域住民との交

流の機会を提供し、利用者の生きがいづくりと社会参加に努めました。 

（４）ゆったりとした安全な環境を作り、住み慣れた地域で在宅生活を継続できるよう、ま

たご家族や地域の方からも信頼されるよう努めました。 
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２．利用実績 

（１）実利用者数                                  （人） 

介護保険認定者 

要支援 要 介 護 事業区分 事 業 名 

１ ２ １ ２ ３ ４ ５ 

介
護
予
防 

 
 

対
象
者 

計

（介護保険事業） 

指定居宅ｻｰﾋﾞｽ事業 
通 所 介 護   97 17 0 9 0  123

通所型サービス 73 37       110（地域支援事業） 

介護予防・日常生活 

支援総合事業 
閉じこもり予防 

通所支援
       109 109

合 計 73 37 97 17 0 9 0 109 342

前 年 度 実 績 66 34 78 5 11 17 0 145 356

前年度との比較 7 3 19 12 ▲11 ▲8 0 ▲36 ▲14

（２）サービス別延利用回数                           （回） 

事業区分 事 業 名 サービス区分 利用実績 前年度実績 比 較 

通所介護Ⅰ２１ 1,042 799 243

通所介護Ⅰ２２ 116 14 102

通所介護Ⅰ２３ 0 103 ▲103

通所介護Ⅰ２４ 32 48 ▲16

（介護保険事業） 

指定居宅ｻｰﾋﾞｽ事業 
通 所 介 護 

通所介護Ⅰ２５ 0 0 0

通所型ｻｰﾋﾞｽ１ 316 340 ▲24
通所型サービス

通所型ｻｰﾋﾞｽ２ 363 286 77

（地域支援事業） 

介護予防・日常生活

支援総合事業 閉じこもり予防通所支援 422 575 ▲153

合  計 2,291 2,165 126

 

（３）事業収入の状況 

事業収入 事業名 収入実績 前年度実績 比 較 

通所型サービス 2,843,866円 3,199,560円 ▲355,694 円
介護保険収入 

通 所 介 護 9,464,963 円 8,417,230円 1,047,733 円

受 託 金 収 入 
閉じこもり予防 

通所支援事業
1,196,480円 1,632,460円 ▲435,980 円

合   計 13,505,309円 13,249,250円 256,059 円
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田浦福祉センター管理運営事業 

田浦福祉センター管理運営事業では、地域住民からの申請や受付の管理事務と、建物や

器具備品等の維持管理に努めました。平成２７年度利用実績としましては、利用日数が  

２３７日で、利用者数が学童保育児童増により延べ３，７９２人（３９１人増）でした。 

年間延べ利用者数 利用者内訳  項 目 

 

年 度 
大広間 

教養娯楽室

（会議室） 

合計 
児童クラブ 地域住民 介護予防 デイサービス

利 用 実 績 3,643 名 149 名 3,792 名 2,976 名 260 名 208 名 348 名

前 年 度 実 績 3,362 名 39 名 3,401 名 2,808 名 288 名 166 名 139 名

比 較 281 名 110 名 391 名 168 名 ▲28 名 42 名 209 名

 

放課後児童健全育成（田浦児童クラブ）事業 

  田浦小学校区を対象に放課後や夏休み・冬休み等の長期休暇において、子供の安全・安

心を確保するため、適切な遊び場及び生活の場を提供し、その健全育成を図るため、運営

主体となります社会福祉法人「千隆福祉会」へ協力し、放課後児童支援員（有資格者）の

派遣を行いました。 

利 用 状 況 派遣（協力）状況 内容 

月 開所日数 登録者数 延利用者数 １日平均 派遣日数 派遣員数 派遣時間 

４月 20 日 21 人 290人 14.50人 20日 1 人 71.0時間

５月 18 日 20 人 295人 16.39人 18日 1 人 48.0時間

６月 22 日 20 人 353人 16.05人 22日 1 人 55.5時間

７月 21 日 22 人 337人 16.05人 21日 1 人 57.0時間

８月 18 日 22 人 207人 10.89人 18日 1 人 54.0時間

９月 17 日 19 人 209人 12.29人 17日 1 人 46.5時間

10月 19 日 19 人 253人 13.32人 19日 1 人 53.0時間

11月 19 日 20 人 265人 13.95人 19日 1 人 52.5時間

12月 19 日 21 人 253人 13.32人 19日 1 人 53.5時間

１月 17 日 21 人 212人 12.47人 17日 1 人 49.0時間

２月 19 日 20 人 284人 14.95人 19日 1 人 54.0時間

３月 22 日 20 人 252人 11.45人 21日 1 人 61.0時間

計 231 日 245 人 3,210人 13.89人 230日 12 人 655.0時間

 

❽芦北町地域包括支援センター事業（地域包括支援センター） 

地域包括支援センター事業係 

１．介護予防ケアマネジメント業務 

  要介護状態等になることを予防するため、その心身の状況等に応じて対象者自らの選択

に基づき、介護予防事業に積極的に参加し、日常生活の中で介護予防の取り組みを習慣化

し、住み慣れた地域で元気に過ごしてもらうことを目的に以下の事業を実施しました。 
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平成２７年度介護予防支援及び介護予防ケアマネジメント数 

事業所 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計 

地域包括

支援セン

ター 

323 327 333 336 336 344 361 352 358 352 351 362 4,135

居宅介護

支援事業

所 

99 102 107 107 103 100 100 90 94 98 91 94 1,185

計 422 429 440 443 439 444 461 442 452 450 442 456 5,320

平成２６年度・平成２７年度の介護予防支援及び介護予防ケアマネジメント数比較 

 

【介護予防・生活支援サービス事業】 

平成２７年度介護予防ケアマネジメントＢ・Ｃ数※ 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計

ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝ

ﾄＢ 
67 66 67 66 62 60 57 57 56 54 56 56 724

ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝ

ﾄＣ 
23 1 3 0 1 1 1 1 0 0 1 1 33

計 90 67 70 66 63 61 58 58 56 54 57 57 757

 ※ケアマネジメントＢとは：簡略化した介護予防ケアマネジメント 

サービス担当者会議を省略したケアプランの作成と間隔をあけて必要に応じてモニタ  

リング（介護提供者の活動と利用者の生活を見守る）を行う。 

※ ケアマネジメントＣとは：初回のみの介護予防ケアマネジメント 

地域包括支援センターによるモニタリングは行わない。 
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【一般介護予防事業】 

（１）一般（元気）高齢者を対象に介護予防の普及啓発を図るため、口腔ケア教室・口腔ケ

アモデル事業を実施しました。 

 

○平成２７年度口腔ケア啓発事業実施状況 

日  次 地区名 参加人数 日  次 地区名 参加人数 

７月１７日 
計石サロン 

（ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ） 
２２名 １１月２０日 

古道地区 

サロン 
１３名 

１１月９日 
伏木氏地区 

サロン 
１４名 ２月２３日 

市野瀬地区 

サロン 
１２名 

１１月１５日 
宮崎地区 

サロン 
２４名 ３月８日 田浦町地区 ７名 

 合  計 ９２名 

 

○口腔ケアモデル事業実施状況（諏訪地区サロン） 

 日次 参加人数 

１回目 ６月１６日 １１名 

２回目 １０月２０日 １１名 

３回目 ２月１６日 １０名 

合計（延参加者数） ３２名 

 

■課題・問題点について 

平成２７年度は介護予防支援及び介護予防ケアマネジメントに加え、介護予防ケアマネ

ジメントＢ・Ｃが新たに加わったことと、要支援認定者の増加、居宅介護支援事業所への

委託が進まなかったことで、担当するケースが更に増加しています。これらの増加した業

務量に対応するため、ハローワークを通じて介護支援専門員等を募集してきましたが、応

募がありませんでした。 

芦北町は平成２７年度より介護予防・日常生活支援総合事業に取り組むこととなり、介

護認定申請手続きにおいて基本チェックリストを添付する等の窓口業務に変更がありまし

た。また、介護保険負担割合証の交付やマイナンバー制度の開始もあり、申請様式の変更

や書類の確認等が新たに加わってきております。変更当初は混乱が生じましたが、落ち着

いてきています。 

■今後の方向性 

増加する介護予防ケアマネジメント業務に対応するため、介護支援専門員を増員します。 

今後も各種制度の変更や改正が考えられることから、住民生活課介護保険係等の関係機

関と連携を図り適切に対応していきます。 
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２．総合相談業務 

高齢者が住み慣れた地域で安心して過ごすことができるようにするため、どのような支

援が必要かを把握し、適切なサービス等が利用できるよう関係機関等との連絡調整を行い

ました。 

◇各種相談受付状況 

■相談件数                              （単位：件） 

ケアマネジメント関係 権利擁護関係 総合相談支援業務関係 

介 護 支 援

専 門 員 の

日 常 業 務

に 関 す る

指導、相談 

支 援 困 難

事 例 等 の

相談、指導 

高 齢 者

虐 待 に

関 す る

相談 

権 利 擁

護、成年

後 見 に

関 す る

相談 

消 費 者

被 害 に

関 す る

相談 

介護や介

護保険等

福祉に関

する相談

健 康 や

病 気 な

ど保険、

医 療 に

関 す る

相談 

そ の 他

の相談 

４ ０ ７ ５ ３ １４８ ２０ ３ 

総       数 １９０ 

■平成２６年度・平成２７年度相談件数比較

 

■相談対応 

相談対応方法 件数 割合（％） 

介護認定申請手続き代行 ７９ ４１．６

担当ケアマネに連絡 １１ ５．８

サービスや制度の紹介 ６２ ３２．７

在宅介護支援に連絡 ２ １．０

行政機関に連絡 ８ ４．２

医療機関へ連絡 １１ ５．８

民生児童委員に連絡 ６ ３．１

その他（福祉用具の自費レンタル等） １１ ５．８
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◇地域支援ネットワーク構築 

 〇要援護高齢者等実態把握調査実施（平成２７年４月：民生児童委員協議会の協力） 

男 女 計 内、高齢者夫婦

佐敷地区 116 77 229 306 332 303

平成２６年度 104 73 221 294 307 281

前年比 111.5% 105.5% 103.6% 104.1% 108.1% 107.8%

吉尾地区 27 21 68 89 68 57

平成２６年度 32 20 68 88 72

前年比 84.4% 105.0% 100.0% 101.1% 94.4% 96.6%

大野地区 19 19 64 83 73 62

平成２６年度 19 13 64 77 71

前年比 100.0% 146.2% 100.0% 107.8% 102.8% 100.0%

湯浦地区 108 64 216 280 251 227

平成２６年度 115 58 215 279 252 222

前年比 93.9% 110.3% 100.5% 100.4% 99.6% 102.3%

田浦地区 81 74 129 203 267 247

平成２６年度 91 71 129 200 253 233

前年比 89.0% 104.2% 100.0% 101.5% 105.5% 106.0%

合計 351 255 706 961 991 896

平成２６年度 361 235 697 932 955 857

前年比 97.2% 108.5% 101.3% 103.1% 103.8% 104.6%

地区名 虚弱
独居 高齢者のみ

 

59

62

◇福祉用具の貸与状況（緊急かつ臨時的） 

車椅子 ベッド 吸引器 ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙﾄｲﾚ ﾏｯﾄﾚｽ ｼｬﾜｰﾁｪｱｰ 

２ ５ １ ７ ５ １ 

■課題・問題点について 

介護予防日常生活支援総合事業においては、初期相談での対応において基本チェックリ

スト等の簡便なツールを用いて早期にサービス利用につなげることで認定者数の軽減、重

度化予防の為の取り組みに円滑に繋がるような仕組みとなっていますが、形式上基本チェ

ックリストを取るのみで、上手く機能していません。また、総合事業判定会議も毎週１回

水曜日に開催されていますが、ケアマネジメントＣ（食の自立支援事業）のみの判定とな

っています。 

■今後の方向性 

初回相談対応を充実し、円滑なサービス利用につながる仕組みについて介護保険係と再

度打合せを行い、窓口業務での共通認識を確認し、介護予防日常生活支援総合事業が円滑

に効率的に利用できる体制を構築していきます。 

３．権利擁護業務 

権利侵害を受けている、または受ける可能性がある高齢者への支援ができるよう関係機

関との連携を図り、高齢者虐待や消費者被害等が未然に防止できるよう普及啓発を行いま

した。 
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◇高齢者虐待・消費者被害防止等の為の普及啓発活動 

 〇民生児童委員協議会定例会での周知：毎月１回（見守り新鮮情報） 

 〇芦北町認知症ケア高齢者虐待防止等研究会で「高齢者虐待とは～虐待に気づく視点～」

をテーマに高齢者虐待防止に関する研修会を開催 

◇高齢者虐待を含む権利侵害等ケースへの支援 

日  次 分 類 ケース概要及び対応状況 

５月７日 経済的虐待、介護・世話の放棄 

担当の介護支援専門員より相談がある。

施設入所中で入所費用の支払いが滞って

いる。通帳管理は息子が行っている。息

子と連絡をとり、通帳を本人へ返しても

らい支払いが可能となる。 

７月６日 身体的虐待 

担当の介護支援専門員及び通所スタッフ

からの相談。通所サービス利用時に手の

甲、臀部に痣が確認された。担当介護支

援専門員に確認し、福祉課高齢者福祉係

へ連絡をとり、介護者の介護負担軽減を

検討する。 

８月２８日 
虐待とは言い切れないが不適切

な状況 

近隣者より怒鳴り声や大きな声、言い争

っている声が聞かれると、地域包括支援

センターに相談がある。担当介護支援専

門員と同行訪問し、介護者の負担軽減を

検討することとなる。 

１２月２日 その他（近隣トラブル） 

近隣者から嫌がらせを受けていると福祉

課高齢者福祉係へ相談があり、同行訪問

し確認する。防犯カメラの設置を検討。

１２月１１日 身体的虐待、介護・世話の放棄 

通所サービススタッフより、肩に痣があ

り、手の甲の皮膚の剥離が見られ、不適

切な介護が原因ではとの相談が福祉課高

齢者福祉係にある。通所サービス事業所

へ訪問し確認、本人面談、家族面談を行

う。医療機関への入院となる。 

１月８日 その他（近隣トラブル） 

嫌がらせを受けたと思い込んで困ってい

るとのことで、地域包括支援センターへ

来所相談があり、人権擁護員へつなぐ。

３月４日 心理的虐待 

高齢者のみ夫婦世帯で、夫からの暴言が

あり、親せき宅に身を寄せている。福祉

課高齢者福祉係と一緒に本人面談を行

う。介護認定者申請手続きを行い、介護
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サービス利用を検討する。 

◇権利擁護相談会（司法書士による相談） 

日  次 活 動 実 績  相談件数 場 所 

７月１７日 
・遺産相続について（２件） 

・成年後見制度について 
３件 きずなの里 

２月２２日 
・成年後見制度について 

・公正証書遺言について 
２件 きずなの里 

■課題・問題点について 

高齢者虐待に関する相談や通報があり、福祉課高齢者福祉係と連携し対応していますが、

担当の介護支援専門員や通所スタッフからの相談が主で、高齢者虐待に気づく視点等を広く

周知していく必要があります。 

■今後の方向性 

 高齢者虐待防止に関する研修会や広報誌等での周知を行います。また、福祉課高齢者福祉

係と連携し、高齢者虐待ケースに対して迅速に適切に対応していきます。 

４．包括的・継続的ケアマネジメント業務 

介護支援専門員等の資質向上を図るため、芦北町介護支援専門員等ネットワーク連絡会に

よる研修会を開催するとともに、地域ケア会議等を通して介護支援専門員への個別支援を

行いました。 

◇芦北町介護支援専門員定例会開催状況 

毎月１回第３水曜日午後１時３０分から開催し、１８名～２９名の参加がありました。 

◇芦北町介護支援専門員等ネットワーク研修会及び各種研修会開催状況 

日  次 活  動  実  績 参加者数 

１月２２日 

介護支援専門員勉強会 

「課題整理総括表の記入の仕方」 

講師：介護支援専門員アドバイザー 野口美樹氏 

１７名 

 

◇地域ケア会議等開催状況 

毎月１回第３水曜日午後３時から開催し、１事例から３事例の検討を行いました。 

◇地域ケア会議アドバイザー派遣事業（熊本県の事業） 

【事業の目的】 

地域ケア会議は、高齢者個人に対する支援の充実とそれを支える社会基盤の整備とを同時

に進めていく、地域包括ケアシステムの実現に向けた有効な手法であり、今般の介護保険法

改正により市町村が地域ケア会議を活用することが法定化された。このため、地域医療介護

総合確保基金（介護分）を活用し、市町村に地域ケア会議アドバイザーを派遣し、地域ケア

会議の開催、充実を支援する。 
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【平成２７年度地域ケア会議アドバイザー派遣市町村】 

 阿蘇市、南関町、小国町、芦北町、苓北町 

 

【事業内容】 

 ・地域ケア会議の開催、充実の促進のため、市町村に地域ケア会議アドバイザーを派遣 

 ・１市町村あたり３回程度の実地支援を行う。 

日 次 活  動  実  績 参加者 

８月２８日 

・地域ケア会議の開催状況、位置づけ 

・地域ケア会議開催における留意点 

・熊本県内の地域ケア会議開催状況 

２２名 

１１月２５日 
・芦北町地域ケア会議キャッチフレーズについて 

・芦北町地域ケア会議におけるルールについて 
３３名 

２月１８日 

・地域ケア会議の趣旨、留意点 

・地域ケア会議の進め方 

・模擬地域ケア会議 

３９名 

 

   

  （地域ケア会議アドバイザー派遣事業後の地域ケア会議の開催状況） 

◇介護給付費適正化ケアプランチェック 

  介護保険係が行うケアプランチェックに主任介護支援専門員が協力し、地域包括支援セ

ンター及び町内居宅介護支援事業所の４８ケースのケアプランチェックを行いました。 

 

■課題・問題点について 

平成２７年度は地域ケア会議アドバイザー派遣事業を活用し、地域ケア会議の効果的な進

め方についての研修を受けました。個別課題の把握から地域課題の把握につなげていく方法

等を学ぶことができ、今後、実際の地域ケア会議で活用していく必要があります。また、地

域課題の把握を積み重ね、地域課題の検証を行い、政策形成につながっていく仕組みも構築

していく必要があります。 

介護給付費適正化ケアプランチェックでは、４８ケースのケアプランチェックを行い、各

居宅介護支援事業所を回る中で、地域の多様なサービスや社会資源等を知りたい、地域での

受け皿となるサービスが必要といった課題が聞かれました。 
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■今後の方向性 

 医療（リハビリ）との連携強化を図りつつ、地域ケア会議アドバイザー派遣事業で学んだ

事を活かし、個別課題の把握から地域課題の把握を行い、地域包括ケアシステムの中核的な

位置づけを担うことができるよう、会議を充実していきます。 

また、生活支援コーディネーターが配置され、協議体で地域の社会資源の把握やサービス

の開発、調整等を行いつつ、介護支援専門員への情報提供を行い、多様なサービスや社会資

源等とニーズがマッチングできるよう調整していきます。 

５．認知症総合支援業務  

 認知症になっても本人の意思が尊重され、住み慣れた地域で生活を続けていくために、地

域における医療及び介護の連携強化並びに町内に居住する認知症が疑われる人、認知症の人

及びその家族に対する支援体制の強化を図りました。 

（１）認知症初期集中支援推進事業 

≪認知症初期集中支援チーム勉強会及び研修会参加状況≫ 

・平成２７年６月から毎月１回認知症初期集中支援チーム勉強会を開催。 

・平成２７年９月１２日～１３日には大阪府で認知症初期集中支援チーム員研修会が開催さ

れ、芦北町地域包括支援センターから看護師、社会福祉士が参加。 

≪認知症初期集中支援チームに関する普及啓発≫ 

・町内医療機関、歯科医院、薬局、金融機関、民生児童委員、計石地区サロン、道川内西地

区住民、新清苑、サロン代表者へ周知。（１～３月） 

・広報あしきた１月号へ掲載。 

≪訪問支援対象者の把握≫ 

・介護保険認定者で認知症高齢者の日常生活自立度がⅡａ以上（日常生活に支障をきたすよ

うな症状・行動や意思疎通の困難さが家庭外で多少見られても、誰かが注意していれば自立

できる状態）で、サービス未利用の方を抽出。 

・かかりつけ医や家族、関係機関からの相談。 

 

≪認知症初期集中支援チーム員会議開催状況≫ 

日  次 活 動 実 績  参加者数 場 所 

１月１９日 

・認知症初期集中支援チーム員研修復命 

・チーム員で使用する様式について 

・チラシの修正について 

・今後の活動について 

１７名 きずなの里 

２月１９日 ・２事例の支援方針等の検討 １３名 きずなの里 

３月１８日 
・支援経過報告 

・２事例の支援方針等の検討 
１３名 きずなの里 
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（認知症初期集中支援チーム員会議開催の様子）  

（２）認知症地域支援・ケア向上推進事業 

○認知症地域支援推進事業 

≪地域に応じた医療・介護サービス事業所や地域の支援者をつなぐ連携支援や認知症の人や

その家族を支援する相談業務≫ 

・１～３月までの認知症に関する相談件数 

相談者の

内訳 
隣人・親類 民生委員 かかりつけ医

子ども 

（別居） 
警察 

介護支援専

門員 

件数 １ ４ １ ２ １ １

総  数 １０

・相談対応方法 

対応方法 介護保険申請 
初期集中支援 

チームで対応 

包括支援センター職

員による訪問、支援 

件  数 ２ ３ ５

≪認知症を抱える家族会「たけのこ会」への活動支援≫ 

・夜の部（毎月第２水曜日 １９時から２１時 ２名～３名の参加） 

・昼の部（毎月第３水曜日 １３時３０分～１５時３０分 ３名～１２名の参加） 

・リフレッシュ会（１０月２９日）、新年会（１月１３日）、花見（３月３０日） 

○認知症ケア向上推進事業 

≪平成２７年度認知症サポーター養成講座開催状況≫ 

・学校（小学校・中学校・高校）３回、地域２回、職域１回計６講座開催し、１４７名の認知症

サポーターを養成。 

  

（内野小学校５年生）         （田浦地区一般公募） 
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≪キャラバンメイト連絡会≫ 

日  次 活  動  実  績 参加者数 

４月２２日 

・班での活動について 

・班編成について 

・認知症サポーター養成講座の開催予定について 

１６名 

２月３日 

・班での活動について 

・認知症サポーター養成講座の開催予定について 

・各研修会のお知らせ 

１８名 

≪キャラバンメイトスキルアップ研修会≫ 

日  次 活 動 実 績  参加者数 場 所 

３月１７日 
小中高における認知症サポーター養成講座に

ついて 
９名 

グランメッセ

熊本 

≪認知症学習会（講師：竹本医院 院長 森健一郎先生）≫ 

日  次 活 動 実 績  参加者数 場 所 

２月２０日 道川内西地区 １５名 船津公民館 

２月２７日 ふれあいいきいきサロン代表者 １３名 きずなの里 

≪芦北町認知症ケア・高齢者虐待防止等研究会活動状況≫ 

日  次 活 動 実 績  参加者数 場 所 

７月８日 

運営委員会 

①平成２６年度活動報告 

②芦北町高齢者虐待対応について 

③芦北町における認知症施策の推進について 

④平成２７年度活動計画 

１３名 きずなの里 

２月２２日 

高齢者虐待に関する研修会 

「高齢者虐待とは～虐待に気づく視点～ 

講師：水俣市社会福祉協議会 秋山真輝氏 

※認知症サポーターフォローアップ研修と兼

ねて開催 

７９名 

（うち認知症

サポーター 

１５名） 

きずなの里 

■課題・問題点について 

・平成２８年１月１９日より認知症初期集中支援チームの活動を開始しましたが、周知が十分で

はありません。 
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■今後の方向性 

・認知症サポーター養成講座や認知症学習会等で認知症初期集中支援チームの紹介を行い、

広報誌等も活用して取り組みを紹介していきます。 

・認知症の方の早期発見・早期対応の体制を強化するため、認知症に対する理解を深めても

らうような啓発活動と認知症初期集中支援チームの活動を充実させていきます。 

６．生活支援体制整備業務 

高齢者の在宅生活を支えるため、ボランティア、ＮＰＯ、民間企業、社会福祉法人等の多

様な事業主体による重層的な生活支援サービスの提供体制の構築に向けた準備をおこないま

した。 

◇生活支援コーディネーターを配置 

◇地域ケア会議への参加（毎月１回第３水曜日） 

◇社会福祉協議会との連絡調整 

 ・地域福祉活動推進員との連携 

 ・芦北町民生児童委員との連携（定例会へ参加） 

・ボランティア連絡協議会への参加 

■課題・問題点について 

平成２７年度は年度途中で生活支援コーディネーターを配置し、地域ケア会議への参加や社

会福祉協議会との連絡調整を中心に行ってきましたが、社会資源、ニーズの把握、協議体の

設置が行われていません。 

■今後の方向性 

 生活支援サービスの開発や調整、ニーズ把握等を行う協議体設置を住民生活課介護保険係

に働きかけ一体となって体制を整備し、高齢者実態把握調査及び社会資源調査を行い、社会

資源、地域のニーズ把握を行います。 

地域ケア会議への参加を通して地域課題の把握を行い、協議体の活動を通して生活支援サ

ービスの開発や調整を行っていきます。 

 

➒転倒骨折予防事業           （地域包括支援センター：介護予防事業係） 

事業目的 

 町内６９地区の公民館等において、高齢者ができる限り介護状態に陥ることなく、健康で

生き生きとした生活を送れるよう、日常生活における健康相談や運動機能訓練等を提供する

ことを目的に開催しております。 

事業内容 

 参加者自身の健康づくりを楽しみながら行っていただけるよう実施しています。 

（１）運動機能向上：柔軟体操、バランス体操、運動器具を使った筋力運動、 

身体を使ったレクリエーション 

（２）認知機能向上：複合運動や指体操などの脳トレーニング・図形・パズル・折り紙等 

 

 

開催状況 

（１）参加延べ人数及び開催地区数の推移は次のとおりです。 
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吉尾 大野 佐敷 湯浦 田浦

転倒骨折予防事業の地区別参加者数

（前年度比較）

平成26年度 平成27年度

 開催地区については、介護予防サポーターと連携した活動体制が整いました。なお、伏

木氏地区については平成２７年４月よりサロン活動に移行し、地域での活動を行っていま

す。 

単位：名
２４地区 

１８地区 １６地区 ２３地区 

１０地区 
１０地区 １１地区 １１地区 

１０地区 
９地区 

（２）開催中止地区及び参加者の減少理由 

  仕事や家業に就かれたり、介護保険サービスを利用されるようになったことで、参加  

できなくなった方が多く見られました。また、８月の台風１５号接近と１月の大雪等の

影響で開催ができない地区もありました。 

 【平成２７年度中に開催を中止した地区】 

 ①橋本地区（湯浦）  平成２７年５月より開催中止 

②市居原地区（吉尾） 平成２７年６月より開催中止 

 ③松生地区（佐敷）  平成２７年６月より開催中止 

上記３地区には、区長等を通じ、介護予防の必要性や継続していくことの重要性   

について説明会を実施して訴えて参りましたが、地区の意向により開催を中止することと

なりました。 

 【参加者の減少の内訳】 

 

仕事及び家業 ４６名

介護保険サービスへ移行 １９名

死去 １０名

入院及び自宅療養 ９名

家族の介護等 ４名

転居 ２名

会場に行けなくなった １名

その他 ７名

合  計 ９８名
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活動風景 

 

【たっしゃか体操】 【運動機能向上・レクリエーション】【認知機能向上・パズル】 

体操やレクリエーションなどを交えながら、自宅での運動に繋がるよう開催しました。 

課題と今後の展望 

高齢化が進むにつれ参加者の減少や開催を中止したりする地区も出てきました。こうい

った状況を打開するため、地域福祉座談会や老人会の会合等へ積極的に参加し、早期から

の介護予防を訴えて参加を促して参ります。 

また、新しい総合事業の中の住民主体のサロン活動を展開するために地域福祉係と連携

をとりながら、仕組み作り等を検討して参ります。平成２８年度は花西・花東・岩屋川内

地区の代表者等と協議し、サロン活動への移行を目指します。 

 

２．拠点事業 

 事業目的 

  拠点事業は公民館等で開催している転倒骨折予防事業とは違い、短時間でしっかりと運

動し、運動機能や認知機能の維持・改善を目的に開催しております。平成２７年度は内野

福祉センターを会場として佐敷東拠点（花北、諏訪、宮浦）と佐敷南拠点（花東、田川、

八幡、桑原、寒気）を、田浦福祉センターを会場に田浦東拠点（田浦１～４、横居木）を、

古石交流館みどりの里を会場に古石拠点（高岡南、古石北、古石南）を新たに開催しまし

た。 

拠点活動開催状況  

379

99
127

100

187

250

73

138

44

182

135

0

50

100

150

200

250

300

350

400

内野 大岩 田浦 東部 大野 古石

拠点別参加者数（前年度比較）

平成26年度 平成27年度

単位：名

１拠点

１拠点 １拠点

１拠点

１拠点

２拠点
１拠点

１拠点 
１拠点 

５拠点 

３拠点 
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 ※古石交流館みどりの里（古石拠点）は平成２７年４月より活動開始。 

※内野福祉センター（佐敷東拠点）は平成２８年２月より活動開始。 

※内野福祉センター（佐敷南拠点）は平成２８年３月より活動開始。 

※田浦福祉センター（田浦東拠点）は平成２８年３月より活動開始。 

 古石交流館みどりの里においては、地域からの要望もあり平成２７年４月より新規開催し、

月１１名以上の参加がありました。 

内野福祉センターにおいては新たに２拠点を開催しましたが参加者数は減少しており、そ

の傾向が宮崎・湯東・湯北拠点と大川内・豊岡拠点に目立ちます。また、東部保健福祉セ

ンターにおいても対象地区の中で参加する地区、参加しない地区と偏りが見られました。 

活動内容 

 ①運動機能向上 

 ・ソフトバランスボールを使ったストレッチ 

・ノルディックウォーキング（運動器具を使った歩行運動） 

・いきいき１００歳体操（錘を使用した筋力アップ体操） 

・スクエアステップ（認知機能向上も含めた転倒予防運動） 

・ロコリングやハンドグリップなどを使用した上半身強化運動 

・ステップ台を使用した下半身強化運動 

②認知機能向上 

・認知機能向上のためのパズルや指体操 

・２つ以上の動作を行う複合運動 

・歌を交えた運動 

③口腔機能向上（歯科衛生士と連携した口腔ケア教室） 

④効果測定（体力測定） 

 

 

活動風景 

      

運動機能向上        運動機能向上       認知機能向上 

【ノルディックウォーキング】 【いきいき１００歳体操】   【パズル・プラント】 
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   運動機能向上       口腔機能向上        効果測定 

  【スクエアステップ】    【口腔ケア教室】     【開眼片足立ち】 

効果測定のデータ比較 

 

このグラフは平成２６年度と平成２７年度の効果測定データ比較です。 

平成２５年度から県内で統一された方法で効果測定を実施しております。また平成２７年度は

計測する専用機器を購入し、より正確なデータ測定を行いました。すべての項目において前

年度と比較して維持または改善が見られます。特に開眼片足立ちについては１５秒以上の改善

がみられ、開催時に行う体操や筋力の維持・向上を目的とした運動等による成果が出ている

ものと思われます。 

※握力・・・椅子に座った状態で握力を計測するもの 

※開眼片足立ち・・・腰に手を当て、片足立ちで静止した時間を計測するもの 

※５ｍ通常歩行・・・スタート地点から通常歩行速度（普段通りの歩く早さ）で５ｍ先の目印

に到達するまでの時間を計測するもの 

※５ｍ最大歩行・・・スタート地点から最大歩行速度（早歩き）で５ｍ先の目印に到達するま

での時間を計測するもの 

※ＴＵＧ・・・椅子に座って、合図と同時に３ｍ先のコーンを回り、再度椅子に座るまでの時

間を計測するもの 
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課題と今後の展望 

短時間でしっかりと運動をすることを目的に開催している拠点事業としては、本来参加

してほしい前期高齢者等の若い世代の参加者をどのように引き込むかが課題として浮き彫

りになりました。 

転倒骨折予防事業同様、地域の寄り合いや老人会の会合、地域福祉座談会等に参加し、

チラシ等を使い早期からの介護予防の必要性について理解していただき、参加を促して参

ります。 

  また、専門的な運動器具（ソフトバランスボール、ロコリング、ノルディックウォーキ

ング）等を積極的に活用し、運動機能の維持・改善に努めて参ります。 

  拠点開催の数においても、町内を網羅できるよう開催地区の拡大を検討して参ります。 

 

３．介護予防サポーター育成事業 

事業の目的 

自身の介護予防のために知識を深め、地域での介護予防活動に取り込むことで、安心して

暮らせる地域づくりを推進するため、平成２２年度から介護予防サポーター養成講座を実施

しております。 

所定の養成講座を受講後は、介護予防サポーターとして登録され、公民館等での転倒骨折

予防事業の開催支援や拠点事業での参加者への支援等を行います。 

また、介護予防サポーターのスキルアップや活動内容の充実を目的に年数回の介護予防サ

ポーターフォローアップ講座を開催しております。 

養成講座の流れ 

介護予防についての基礎知識や体操、レクリエーションの方法など、必要な内容を１日間

の日程にまとめ、受講していただきました。平成２７年度は２回、きずなの里で開催し講座

の内容については次のとおりです。 

介護予防サポーター養成講座の日程 

第１部  開講式、介護予防の必要性、下肢筋力アップのストレッチ① 

第２部  転倒骨折予防について、下肢筋力アップのストレッチ② 

第３部  健康チェックの方法、健康（たっしゃか）体操 

リズム体操（あしきた健康体操） 

第４部  レクリエーション、脳トレーニング、閉講式 

 

養成講座風景 
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登録状況 

 現在、介護予防サポーターは６期生までの１０１名が養成講座を修了しており、年度ごとの

登録者数については次のとおりです。 

平成２２年度（１期生）３４名（内訳：湯浦１６名、佐敷９名、田浦５名、大野４名） 

平成２３年度（２期生）１７名（内訳：湯浦５名、佐敷６名、田浦５名、大野１名） 

平成２４年度（３期生）１７名 

（内訳：湯浦２名、佐敷２名、田浦４名、大野３名、吉尾６名） 

平成２５年度（４期生）１１名（内訳：湯浦５名、佐敷２名、大野１名、吉尾３名） 

平成２６年度（５期生）１４名（内訳：湯浦５名、佐敷５名、田浦３名、大野１名） 

平成２７年度（６期生） ８名（内訳：佐敷４名、田浦４名） 

また、介護予防サポーターとして毎月各公民館等に派遣しておりますが、平成２７年度の

延べ活動人数につきましては次のとおりです。 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

１１０名 １１４名 １５６名 １２５名 １２６名 １２７名 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 

１３７名 １７２名 １２９名 １３３名 １４８名 １４２名 １，６１９名

なお、平成２７年度はサポーターによる活動の充実を図ることを目的に介護予防サポータ

ーフォローアップ研修会（勉強会）として理学療法士等による講習会や御船町への視察研修

等を４回開催しました。 

介護予防サポーターによる活動風景 

 
課題と今後の展望 

定期的に介護予防サポーター養成講座を開催しておりますが、特に大野・吉尾地区におい

ては依然として介護予防サポーターの受講生が少なく、他地区の介護予防サポーターを配置

して対応している状態です。 

このような問題を解決するためには、その地域での資源（人材）の発掘を進めるとともに、

地域福祉活動推進員や当協議会内で養成しているそれぞれのボランティア等とも協力しあえ

る体制づくりを進めていく必要があります。更に、福祉関係職種等に従事されていた方など

に協力依頼を行っていきたいと思います。 

また、これまで同様介護予防サポーターフォローアップ研修会を定期的に開催し、サポー

ターの質の向上も図って参ります。 

 

- 41 - 



❿水俣病発生地域高齢者等在宅支援事業 

 

事業目的 

水俣病発生被害者地域における高齢の水俣病被害者等が地域の中で安心して在宅生活を営

むことができるよう、日常生活の質の向上及び社会参加の促進に資する取り組みを行います。 

対象地区 

  ①女島拠点（対象行政区：福浦、沖、女島西、平生） 

 

平成 27 年 4 月 1日現在  

 ②佐敷西拠点（対象行政区：鶴木山、計石西、計石東） 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年 4 月 1日現在      

福浦地区 沖地区 女島西地区 平生地区 合計 

① 人口 123 ① 人口 184 ① 人口 229 ① 人口 275 ① 人口 811

② 世帯数 47 ② 世帯数 59 ② 世帯数 78 ② 世帯数 100 ② 世帯数 284

③ 65歳以上 53 ③ 65歳以上 70 ③ 65歳以上 83 ③ 65歳以上 114 ③ 65歳以上 320

④ 高齢化率 43.1% ④ 高齢化率 38.0% ④ 高齢化率 36.2% ④ 高齢化率 41.5% ④ 高齢化率 39.5%

鶴木山地区 計石西地区 計石東地区 合計 

① 人口 209 ① 人口 352 ① 人口 449 ① 人口 1,010 

② 世帯数 80 ② 世帯数 137 ② 世帯数 212 ② 世帯数 429 

③ 65歳以上 84 ③ 65歳以上 154 ③ 65歳以上 217 ③ 65歳以上 455 

④ 高齢化率 40.2% ④ 高齢化率 43.8% ④ 高齢化率 48.3% ④ 高齢化率 45.0% 

女島活力推進センター ゆめもやい

女島活力推進センター ゆめもやい 
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拠点活動内容（女島拠点：第１～第４木曜日開催） 

（佐敷西拠点：第１・３火曜日開催） 

（１） 運動機能向上：柔軟運動、運動器具を使った体操・筋力運動 

いきいき１００歳体操等 

（２） 認知機能向上：複合運動や指体操などの脳トレーニング・図形・パズル等 

（３） 口腔機能向上：管理栄養士と連携した食育教室 

歯科衛生士と連携した口腔教室 

（４） 自宅での運動：ホームプログラム（自宅でチャレンジ）による運動 

（５） 効果測定（年３回実施） 

１．個々に対して評価 

２．海岸地域と山間地域のデータ比較 

（６） 交流会 

１．地域間交流（グラウンドゴルフ）平成 27 年 5 月 28 日、10 月 22 日実施 

２．世代間交流（子ども達との交流）平成 27 年 7 月 23 日実施 

（７） ゆめもやい開催状況 

   ①女島拠点（月４回／第１～４木曜日開催） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

開
催
回
数 

４ ４ ４ ４ ３ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４７ 

参
加
者
数 

４７ ６９ ４７ ５８ ２８ ３３ ５８ ３６ ３５ ３３ ４０ ３６ ５２０

 ※8 月：お盆のため 1回中止 

   ②佐敷西拠点（月２回／第１・３火曜日開催） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

開
催
回
数 

      ２ ２ ２ ２ ２ ２ １２ 

参
加
者
数 

      ３４ ３９ ４８ ３８ ３３ ２９ ２２１

                          ※平成２７年１０月より事業開始 
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活動風景 

 
     【効果測定】    【いきいき１００歳体操】 【ノルディックウォーキング】 

  

 【認知機能向上・パズル】 【地域間交流・グラウンドゴルフ】 【食育健康講話】 

 

効果測定データ 

左の表は効果測定の個別評価

結果一覧表です。平成２７年度に

実施した３回分のデータを１枚

の用紙にまとめ、個々の測定項目

がどのように変化しているかを

比較しています。 
 参加者には芦北地域リハビリ

テーション広域支援センターの

理学療法士等と連携しながら、ス

タッフが個別に説明を行い、それ

ぞれに必要な運動等のアドバイ

スを行いました。 

秒継足肢位保持時間 - 秒 - 秒 -

秒

両足立位足間距離 - ｃｍ - ｃｍ - ｃｍ

Timed Up&Go 5.2 秒 5.5 秒 5.7

秒

５ｍ最大歩行時間 2.3 秒 2.3 秒 2.5 秒

５ｍ通常歩行時間 3.2 秒 3.5 秒 3.2

ｋｇ

開眼片足立ち時間 60.6 秒 58.9 秒 84.9 秒

握力 18.1 ｋｇ 19.1 ｋｇ 18.8

ｋｇ

BMI 23.0 22.6 23.0

測定値 測定値 測定値

体重 47.0 ｋｇ 46.6 ｋｇ 47.2

歳

身長 143.0 ｃｍ 143.7 ｃｍ 143.1 ｃｍ

年齢 80 歳 80 歳 80

第１回評価 第２回評価 第３回評価

平成27年5月7日 平成27年9月3日 平成27年12月17日

平成２７年度　評価結果一覧表 実施場所 （例）

氏名 芦北
ア シ キ タ

町
マ チ

子
コ

性別 女 生年月日 昭和10年3月20日

握力

開眼片足立ち時間

５ｍ通常歩行時間５ｍ最大歩行時間

Timed Up&Go

平成２７年度 効果測定結果
熊本県平均（平成26年度）第１回評価 第２回評価 第３回評価
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このグラフは海岸地域（女島地区）と山間地域（内野地区）の効果測定データです。 

平成２６年度に引き続き、平成２７年度も年３回の効果測定を実施しました。すべての測定項

目で年間通して大きな変化はなく、運動機能の維持ができている結果となりました。握力と

開眼片足立ちについては、山間地域と比較すると握力で４．８Kg、開眼片足立ちで３．９秒の差

がありました。これは継続的（４回／月）に行う体操・器具を使った運動や自宅での運動（ホ

ームプログラム）による成果が出ているものと思われます。 

 

※握力・・・椅子に座った状態で握力を計測するもの 

※開眼片足立ち・・・腰に手を当て、片足立ちで静止した時間を計測するもの 

※５ｍ通常歩行・・・スタート地点から通常歩行速度（普段通りの歩く早さ）で５ｍ先の目

印に到達するまでの時間を計測するもの 

※５ｍ最大歩行・・・スタート地点から最大歩行速度（早歩き）で５ｍ先の目印に到達する

までの時間を計測するもの 

 ※ＴＵＧ（Timed Up＆Go）・・・椅子に座って、合図と同時に３ｍ先のコーンを回り、再度

椅子に座るまでの時間を計測するもの 
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訪問指導 

（１）日常生活の実態把握を行い、自宅での運動指導や相談業務を行いました。 

（２）ホームプログラム『自宅でチャレンジ』を対象地区の６５歳以上の方へ配布し、訪問

指導、説明を行いました。 

活動風景 

  

   【自宅でチャレンジ・メニュー】       【自宅でチャレンジ・説明】 

訪問件数 

地区名 対象者数（名） 配布・訪問期間 

女島地区 ３２１ 初回  平成２７年４月～約３週間 

２回  平成２７年８月～約３週間 

３回  平成２７年１２月～約３週間 

佐敷西地区 ３０５ 初回  平成２７年１０月～１１月末 

２回  平成２８年１月～約３週間 

  ＊佐敷西地区の初回は、不在されていても再度訪問し、すべての対象者に面会して、状

態把握と運動指導を行いました。 

課題と今後の展望 

 対象地区の６５歳以上の方に実態把握を行った結果、｢まだ仕事で忙しく参加出来ない、ま

だお世話になる年齢ではない｡｣などの声が多く、介護予防に対する認識が薄い現状でした。

そこで、早い段階からの介護予防の必要性について、チラシ等を通じて訴え、年３回のホーム

プログラム『自宅でチャレンジ』を対象者に配布し実施指導を行って参ります。 

見守り等が必要な方に対しては関係機関と連携し継続して支援を行って参ります。 

田浦方面（芦北町海岸地域）への地域の拡大も検討して参ります。 

 

 

Ⅲ-２ 災害時支援体制の整備  

 

➊災害ボランティアセンター機能の充実（総務課：地域福祉係） 

  大規模又は甚大な災害が発生した場合に本会が設置する「災害ボランティアセンター」

の目的・役割の地域住民への理解と、迅速な開設や円滑な運営を図るため設置訓練を実施

しました。 

  また、訓練を通じ「３市町社会福祉協議会災害時相互応援協定」に基づく、水俣市、津奈

木町、芦北町社協の連携の強化を図りました。 
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（１）芦北町災害ボランティアセンター設置訓練（共同募金配分金事業） 
実 施 日 

活動内容 
年 月 日 曜

内 容 参 加 者 

センター設置訓練 ２８ ２ ２８ 土

●災害ボランティア炊き出し

訓練 

衝撃など強い素材を使用し

た炊飯袋を使用し訓練した。

「ハイゼックス炊飯方法」 

 

・芦北町ボランテ

ィ ア 連 絡 協 議

会 １５名 

  
   
 
 
 

 
 

 
 
                 

                 【災害ボランティア炊き出し訓練】                 
 
（２）市町村災害ボランティアセンター運営強化推進会議 

実 施 日 
活動内容 

年 月 日 曜
内  容 

派遣

職員

２７ ７ １４ 火
①運営強化推進委員 

２８ ２ １２ 金

市町村災害ボランティアセンターの 

開設・運営のあり方検討 
１名

 
➋芦北町災害時避難行動要支援者避難支援計画への協力 
  災害対策基本法の一部改正に伴い国が示した「避難行動要支援者の避難行動支援に関す

る取組指針」及び芦北町地域防災計画に基づき、風水害や地震等の自然災害に備え、避難

行動要支援者の避難支援を迅速かつ的確に実施するため、平常時から避難行動要支援者に

関する情報の把握を行い、防災情報の伝達手段・伝達体制を整備し、避難誘導等の支援体

制を整備し、避難誘導等の支援体制を確立する。 

開 催 日 

年 月 日 曜 
開催場所 主 な 協 議 内 容 

 

２８ ３ １６ 水 芦北町役場 

・避難行動要支援者支援体制の取組について 

・避難行動要支援者の登録状況について 

・避難行動要支援者支援制度の周知及び個別計画の

作成について 
 

   Ⅳ 地域福祉の基盤づくり                   
 

 
 

Ⅳ-１ 社協機能・体制の強化 

➊本所運営事業（総務課：総務係） 

（１）理事会・評議員会の開催及び監査の実施 

平成２７年度も適正な法人運営を図るため、理事会・評議員会を開催し、事業運営（経

営）に関する審議を行いました。 
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また、業務執行状況及び財産の状況について監事による監査を実施するとともに、監査

機能の専門性の充実と住民の信頼を高めるため、税理士事務所に委託し外部監査を実施し

ました。 

①理 事 会 

出 席 者 提出議案 
開 催 日 

開 催 

年 月 日 曜 

理 事 

(書面) 
監事

事業

計画

当初

予算

補正

予算

事業

報告

決算 

報告 

規 程

報告 

評 議

員選 

人事

案件

専決

処分

報告

第１回 ２７ ４ １ 水 ８名（２名） ０名    ２件

第２回 ２７ ５ ２６ 火 ９名（１名） １名 １件 １件 ４件  １件 １件

第３回 ２７ １２ ２２ 火 ９名（０名） ２名 ２件    ２件

第４回 ２８ ３ ２２ 火 ９名（１名） ２名 １件 ２件 ２件  ５件  １件

 

②評議員会 

出 席 者 提出議案 
開 催 日 

開 催 

年 月 日 曜 
評議員 監事

事業

計画

当初

予算

補正

予算

事業

報告

決算 

報告 

規程 

関係 

役員  

選任 

専決

処分

報告

第１回 ２７ ５ ２７ 水 １９名 １名 １件 １件 ４件   

第２回 ２７ １２ ２５ 金 ２０名 ２件    

第３回 ２７ ３ ２５ 金 １６名 １件 ２件 ２件  5 件  

③監事による監査 

期 日 平成２７年 ５月１４日 
決算監査 

出席者 監事２名（事務局：４名） 

監査対象年度：平成２６年度業務執行の状況及び決算監査 

監 査 事 項：①業務執行状況（事業報告書） 

②収支決算関係 

・資金収支計算書、事業活動収支計算書 

・財務諸表（各種台帳等） 

・会計伝票（収入伺い、支出負担行為伺い兼支出命令書） 

・預貯金通帳、定期証書等 

指摘事項 

なし 

④外部（税理士事務所）委託監査 

期 日 月次監査：月１回  決算監査：平成２７年５月７・１２日 
月次、決算監査 

事業所 宍倉税理士事務所 

①法人の経営体質強化のために有効な支援 

②適正な収支、財務、利益及び資金計画の立案のための経営管理資料の提供 

③経営助言等 

 

（２）財政基盤の強化 

社会福祉協議会の財政基盤を強化するため、地域住民、行政及び関係機関・団体への社
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協活動の理解を深め、地域福祉財源の確保に努めました。 

また、新規事業に取り組み安定した財源の確保にも努めました。 

（３）職員の資質の向上 

職員の一人ひとりの能力の向上のための研修と上級資格取得への意欲向上へ繋がる勤務

条件等の整備を行いました。 

また、地域住民へ視点を置き、本所、支所、部門間の連携と情報の共有等を行い組織内

の連携強化に努めました。 

■職員勤務条件の改善（給与等の見直し） 

 正規職員・・・給料表の改定と引き続き給与の見直しの実施（３ヶ年計画の２年目） 

        更に諸手当（通勤手当）の一部改定、介護職員処遇改善手当の見直し 

 嘱託職員・・・諸手当（通勤手当）の一部改定、介護職員処遇改善手当の見直し 

 臨時職員・・・介護職員処遇改善手当の見直し 

 登録職員・・・介護職員処遇改善手当の見直し 

■自主勉強会の実施と各種研修会への参加 

研修会等 内 容 平成２６年度 平成２７年度 

①法令及び制度関係 ６ 名 ２ 名 

②会計及び財務関係 ０ 名 ０ 名 

③安全衛生関係 ２ 名 １ 名 
職員自主勉強会 

④接遇関係 １ 名 １ 名 

⑤総務・会計・庶務関係 ２７ 名 １５ 名 

⑥地域福祉関係 ４１ 名 ３４ 名 

⑦サービス事業（所）関係 ２４ 名 ２０ 名 
 外部関係等研修会 

⑧介護予防、ケアマネジメント等 ３２ 名 ２７ 名 

⑨課長会 ５２ 回 ５０ 回 

⑩課長・責任者会議 １１ 回 １０ 回情報及び連絡会議 

⑪職員全体会 １１ 回 １１ 回

 

（４）安全衛生委員会の開催 

  安全衛生法の第１９条の規定に基づき、職員の労働安全及び衛生に関する事項を調査審

議するため設置し、各月ごと安全衛生委員会を開催しました。 

 

委員等出席者
開 催 日 

開 催 

年 月 日 曜 
産業医 

委 員
（事務局）

主 な 協 議 内 容 

第 1 回 ２７ ４ １４ 火 １名 
６名 

（１名）

・健康診断について 

 メタボリックシンドロームについて講義 

（職員参加者３２名） 

第２回 ２７ ５ １８ 月 １名 
６名 

〈１名〉

・空調設備掃除と温度管理について 

・世界禁煙週間について 

第３回 ２７ ６ ２２ 月 １名 
６名 

（１名）

・熱中症予防について 
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第４回 ２７ ７ ２７ 月 １名 
６名 

（１名）

・食中毒注意喚起について 

 

第５回 ２７ ８ ２４ 月 １名 
５名 

（１名）
・第１回消防訓練について 

第６回 ２７ ９ ２９ 火 １名 
５名 

（１名）

・消防訓練の結果について 

・全国労働衛生週間について 

第７回 ２７ １０ ２６ 月 １名 
６名 

（１名）

・インフルエンザ対策（予防接種）について 

・空調設備清掃について 

第８回 ２７ １１ ３０ 月 １名 
６名 

（１名）

・ストレスチェック制度の方向性について 

・食中毒予防（ノロウイルス）について 

第９回 ２７ １２ ２８ 月 １名 
６名 

（１名）
・業務中や私生活にける自動車等の運転について

第1 0回 ２８ ２ ２９ 月 １名 
６名 

（１名）

・定期健康診断結果の報告について 

・第２回消防訓練について 

第1 1回 ２８ ３ ２３ 水 ０名 
６名 

（１名）

・定期健康診断の再検査が必要な職員の受診の

意向について 

・第２回消防訓練の結果報告 

・時間外労働・休日労働に関する協定届（36 協定）

について 

・年間報告及び計画について 

 

 

 

 

広報紙・ホームページの充実 

  「広報きずな」の発行やホームページを通じて活動のＰＲを行い、社協の理解者・支援

者の拡大を図りました。 

実 施 日 
広 報 媒 体 

年 月 日 曜
内  容 

２７ ５ １ 金
・健康教室開催について 

・介護予防サポーター養成講座開催について 

２７ ５ ７ 木 ・社協一般会員募集及助成事業募集について 

２７ ５ ２０ 水 ・介護支援専門員実務研修受講試験について 

２７ ６ ８ 月

・権利擁護相談会の実施について 

・認知症サポーター養成講座について 

・口永部島噴火災害義援金の受付について 

２７ ６ １０ 水 ・民生・児童委員協議会の活動紹介について 

２７ ６ １５ 月 ・賛助・特別会員の募集について 

２７ ７ １ 水 ・健康教室の開催について 

２７ ７ ２４ 金 ・ふれあい・いきいきサロンの活動紹介 

２７ ９ ２ 水 ・介護予防サポーター養成講座開催について 

２７ ９ ２４ 木 ・台風 18 号等による大雨における災害義援金 

①ホームページ 

（新着情報等随時更新） 

２７ １０ １ 木 ・健康教室の開催について 

Ⅳ-２ 広報・啓発活動の推進 

- 50 - 



実 施 日 

年 月 日 曜
内  容 

２７ １０ １４ 水
・平成２６年度事業報告及び決算報告について

・平成２７年度事業計画及び予算について 

２７ １１ ５ 木 ・健康教室の開催について 

２８ １ ５ 火 ・地域福祉推進セミナーの開催について 

報 媒 体 

 

２８ 

 

１ ６ 水

「イキイキ男性のための健康教室」の開催につ

いて 

・権利擁護相談会の実施について 

２７ 

 

 

 

 

 

７

 

 

 

 

 

１

 

 

 

 

 

水 

 

 

 

 

 

（夏号） ７，４００部作成 

・平成２７年度事業計画及び予算概要 

・平成２６年度事業報告及び決算概要 

・小地域福祉推進事業（地区活動紹介他） 

・共同募金配分金事業（介護者の集い他） 

・安心生活サポート事業の紹介 

・香典返し及び一般寄附お礼 

・事業紹介（デイサービス事業） 

２７ 

 

 

 

 

 

９

 

 

 

 

 

３０

 

 

 

 

 

水

 

 

 

 

 

（秋号） ７，４００部作成 

・赤い羽根共同募金運動への協力のお願い 

・小地域福祉推進事業（地区活動紹介他） 

・歩いてみましょう健康教室の紹介 

・芦北町民生委員児童委員協議会活動紹介 

・事業紹介（デイサービス事業） 

・香典返し及び一般寄附お礼 

・「もやいまつり」開催のお知らせ 

２８ 

 

 

 

 

 

１

 

 

 

 

 

５

 

 

 

 

 

火

 

 

 

 

 

（冬号） ７，４００部作成 

・「もやいまつり」の開催 

・共同募金配分金事業（福祉スポーツ大会他） 

・事業紹介（デイサービス事業） 

・ホームヘルパー募集 

・香典返し及び一般寄附お礼 

・地域福祉推進セミナー開催のお知らせ 

・ふれあい交流祭り開催のお知らせ 

②広報「きずな」 

（年４回発行） 

２８ 

 

 

 

 

 

 

 

３

 

 

 

 

 

 

 

３１

 

 

 

 

 

 

 

木

 

 

 

 

 

 

 

（春号） ７，４００部作成 

・災害ボランティア炊き出し訓練開催 

・赤い羽根共同募金運動へのお礼 

・共同募金配分金事業（介護者のつどい他） 

・事業紹介（デイサービス事業） 

・きずなの里ふれあい交流まつり 

・香典返し及び一般寄附お礼 

・地域福祉推進セミナー開催のお知らせ 

・シルバー人材センター会員募集 

・もやい直し事業「生きがいづくり受講生」募集 

・子どもふれあい教室 
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③ふれあい・いきいき 

     サロン新聞 

（特別発行） 

２８ 

 

 

３

 

 

３１

 

 

木

 

 

（ふれあい・いきいきサロン新聞） 100 部作成 

・市居原・市野瀬・伏木氏・海浦・諏訪・古道 

・計石・湯北地区 

 
 


